
おいしい水と、うまい空気で、人とお米が育つまち  
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　今月は、おうちで作る給食レシピの登場です。給 

1旭岳・天人峡を売り込め！プロモーションに力こぶ
1来年2月、戸籍電子化スタート 
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旭岳・天人峡を売り込め！プロモーションに力こぶ 
 
まち・タウン 
○町民スポーツフェスタで紅葉ウォークと軽スポーツ 
○広島県立庄原格致高生徒からうれしい礼状 
○パークゴルフ・キトウシで初の大雪チャンピオン大会 
○「まちづくりトーク21」開く 
○平崎清吉さんに100歳のお祝い　　ほか 
 
来年2月、戸籍電子化スタート 
 
Bフレッツ仮申し込み 
 
今、生き生きと 
○人形作家　宮竹　眞澄　 
 
町長コラム「飲水思源（いんすいしげん）」 
○住民の声と、開かれた町長、副町長室へ 
◇短歌・俳句 
◇新刊図書・ビデオ案内 
 
 Dr.中田の「健康にばんざい」 
こわ～い〝メタボ〟の正体と防ぎ方⑥ 
 
大雪山の素顔 
○「雪は宝物　東川」…ヌタプカウシペ店主　春菜秀則 
 
ペチャクチャカナダ人 
○「カナダの祝日の食事」…英語指導助手（AET）アシュリー・ペトゥルッチ 
○エイゴのマナビカタ 
　第43回「映画で英語　英語で映画」…英語学習指導員　宮地晶子 
 
町の風　雑記抄 
○驚き・桃の木・山椒の木…前中央分館長　尾池　男 
 
大雪地区広域連合からのお知らせ 
○お年寄りの医療制度が変わります 
 
除排雪にご協力ください 
 
くらし・ネットワーク 
○11月30日は町税第3期の納期限です 
○事業者の皆さまに年末調整説明会を開きます 
○国の教育ローンのご案内 
○年末資金のご融資ご案内　　ほか 
 
子育てチャンネル 
○「きのこ鍋の日」…児童クラブ「ホロホロ」主宰　谷地元　雄一 
 
保健だより 
○サインを見逃さない～うつ病とその対策 
 
おいしい手料理 
○「ローストチキン」、食べて健康・豆知識 

第1回東川大写真展入選作品から 

「見て、みてぇ～」 
岡村清美さん撮影 

旅
行
業
者
、雑
誌
記
者
の
視
察
次
々
―
サ
ハ
リ
ン
、ソ
ウ
ル
の
旅
行
代
理
店
に
も
攻
勢 

旭
岳
・
天
人
峡
を
売
り
込
め
！
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
力
こ
ぶ 

　
大
雪
山
系
旭
岳
・
天
人
峡
を
売
り
込
め
―
。
海
外
、
国
内
観
光
客
増
に
向
け
て
、
町
内
の
取
り
組
み
に
本
腰
が

入
り
始
め
て
い
ま
す
。
旭
山
動
物
園
効
果
で
急
増
中
の
観
光
客
を
天
人
峡
・
旭
岳
に
も
、
と
海
外
観
光
誘
致
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
、
そ
し
て
国
内
旅
行
代
理
店
・
雑
誌
編
集
者
向
け
の
観
光
見
学
会
も
こ
れ
ま
で
以
上
に
積
極
的
。
地

域
再
生
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
活
動
に
続
く
仕
掛
け
は
？
　
町
観
光
協
会
の
新
た
な
一
手
も
検
討
を
進
め
、
観
光
活
性
化

に
向
け
た
新
し
い
動
き
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。 

東川町・東川町交通安全協会・東川、東川西、志比内駐在所 

☆日暮れが早くなります。ライトは早め点灯！ 
☆いつもデイライトで安全運転 

11月21日（水）～11月30日（金） 
交通安全運動 
冬の 

○夕暮れ時の歩行者、自転車に要注意！ 

○シートベルトは後部座席まで！ 
チャイルドシートは正しい着用 

○危ない！スリップ事故。スピードダウンを 
○飲んだら乗らない 

みんなの願い交通安全
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旭
川
市
が
主
導
し
て
本
町
も
参

加
し
て
い
る
海
外
観
光
客
の
誘
致

取
り
組
み
に
本
腰
が
入
り
始
め
て

い
ま
す
。 

　
あ
さ
ひ
か
わ
観
光
誘
致
宣
伝
協

議
会
（
事
務
局
・
旭
川
市
商
工
観

光
部
観
光
課
）
＝
旭
川
市
と
富
良

野
市
、
上
川
町
、
東
川
町
な
ど
の

各
観
光
協
会
で
結
成
＝
が
毎
年
主

導
し
て
い
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
。 

　
本
町
か
ら
の
参
加
は
３
年
目
。

今
回
は
、
ロ
シ
ア
・
ユ
ジ
ノ
サ
ハ

リ
ン
ス
ク
市
、
韓
国
・
ソ
ウ
ル
市

を
相
次
い
で
訪
問
し
ま
し
た
。
前

年
の
台
湾
・
香
港
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
に
も
増
し
て
観
光
誘
致
に
期
待

を
か
け
た
取
り
組
み
で
す
。 

　
と
い
う
の
も
、
入
場
絶
好
調
な

旭
山
動
物
園
を
背
景
に
、
台
湾
、 

             

                    

訪
ロ
、
訪
韓
で
海
外
客
誘
致
に
本
腰
プ

ロ
モ
ー
ト 

 

　
９
月
８
日
か
ら
11
日
ま
で
ロ
シ
ア
・
サ
ハ

リ
ン
州
ユ
ジ
ノ
サ
ハ
リ
ン
ス
ク
市
、
10
月
13

日
か
ら
３
泊
４
日
で
韓
国
・
ソ
ウ
ル
市
を
そ

れ
ぞ
れ
訪
れ
、
観
光
誘
致
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま

し
た
。 

　
同
協
議
会
副
会
長
を
務
め
る
浜
辺
啓
東
川

町
観
光
協
会
長
が
訪
れ
た
の
は
ユ
ジ
ノ
サ
ハ 

リ
ン
ス
ク
市
。
ソ
ウ
ル
市
へ
は
長
原
淳
副
町 

            

香
港
、
韓
国 

か
ら
の
海
外 

観
光
客
が
、 

こ
こ
１
、
２ 

年
急
増
し
て 

い
る
か
ら
で 

す
。
天
人
峡 

・
旭
岳
な
ど
、 

本
町
も
観
光
活
性
化
に
対
応
の
歩
調
を
速
め

よ
う
と
い
う
わ
け
で
す
。 

　
町
観
光
協
会
で
は
、
韓
国
か
ら
の
観
光
客

増
を
見
込
ん
で
、
来
年
度
か
ら
新
た
な
専
門

職
と
し
て
韓
国
人
ス
タ
ッ
フ
の
採
用
配
置
検

討
を
始
め
ま
し
た
。
海
外
観
光
客
増
に
向
け

た
対
策
に
本
腰
を
入
れ
よ
う
と
動
き
始
め
て

い
ま
す
。 

 

旅
行
業
者
、雑
誌
記
者
の
視
察
次
々
―
サ
ハ
リ
ン
、ソ
ウ
ル
の
旅
行
代
理
店
に
も
攻
勢 

旭
岳
・
天
人
峡
を
売
り
込
め
！
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
力
こ
ぶ 

旅
行
業
者
、雑
誌
記
者
の
視
察
次
々
―
サ
ハ
リ
ン
、ソ
ウ
ル
の
旅
行
代
理
店
に
も
攻
勢 

旭
岳
・
天
人
峡
を
売
り
込
め
！
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
力
こ
ぶ 

　
大
雪
山
系
旭
岳
・
天
人
峡
を
売
り
込
め
―
。
海
外
、
国
内
観
光
客
増
に
向
け
て
、
町
内
の
取
り
組
み
に
本
腰
が

入
り
始
め
て
い
ま
す
。
旭
山
動
物
園
効
果
で
急
増
中
の
観
光
客
を
天
人
峡
・
旭
岳
に
も
、
と
海
外
観
光
誘
致
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
、
そ
し
て
国
内
旅
行
代
理
店
・
雑
誌
編
集
者
向
け
の
観
光
見
学
会
も
こ
れ
ま
で
以
上
に
積
極
的
。
地

域
再
生
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
活
動
に
続
く
仕
掛
け
は
？
　
町
観
光
協
会
の
新
た
な
一
手
も
検
討
を
進
め
、
観
光
活
性
化

に
向
け
た
新
し
い
動
き
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。 

　
大
雪
山
系
旭
岳
・
天
人
峡
を
売
り
込
め
―
。
海
外
、
国
内
観
光
客
増
に
向
け
て
、
町
内
の
取
り
組
み
に
本
腰
が

入
り
始
め
て
い
ま
す
。
旭
山
動
物
園
効
果
で
急
増
中
の
観
光
客
を
天
人
峡
・
旭
岳
に
も
、
と
海
外
観
光
誘
致
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
、
そ
し
て
国
内
旅
行
代
理
店
・
雑
誌
編
集
者
向
け
の
観
光
見
学
会
も
こ
れ
ま
で
以
上
に
積
極
的
。
地

域
再
生
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
活
動
に
続
く
仕
掛
け
は
？
　
町
観
光
協
会
の
新
た
な
一
手
も
検
討
を
進
め
、
観
光
活
性
化

に
向
け
た
新
し
い
動
き
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。 

ソウル市で開いた「北・北海道観光説明会」であいさつした長原副町長（10月15日） 

サハリン航空本社訪問（９月10日） 

みんなの願い交通安全
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メ
ー
ン
の
旭
山
動
物
園
な
ど
、
旭
川
市
内

に
次
い
で
町
内
を
見
学
。
地
元
で
人
気
の
ご

当
地
ラ
ー
メ
ン
店
と
陶
芸
工
房
探
訪
、
大
雪

旭
岳
源
水
、
旭
岳
姿
見
周
辺
の
散
策
―
と
い

う
紹
介
で
す
。 

　
紅
葉
の
旭
岳
姿
見
の
池
周
辺
散
策
で
は
、

悪
天
候
で
突
然
の
吹
雪
見
学
。
ま
だ
残
暑
が

残
る
東
京
か
ら
訪
れ
た
一
行
は
、
急
ピ
ッ
チ

で
冬
に
移
り
変
わ
る
天
候
に
び
っ
く
り
。
し

ゅ
ん
烈
な
季
節
の
変
化
を
肌
で
味
わ
い
ま
し

た
。 

　
10
月
２
日
は
、
著
名
な
食
生
活
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
、
雑
誌
編
集
者
、
テ
レ
ビ
局
ス
タ
ッ

フ
ら
８
人
が
来
町
し
ま
し
た
。 

　
秋
の
〝
グ
ル
メ
街
道
め
ぐ
り
〞
を
テ
ー
マ

に
、
舌
で
感
じ
た
秋
の
味
覚
の
魅
力
を
旅
行

雑
誌
な
ど
で
全
国
に
紹
介
し
て
も
ら
お
う
と

い
う
狙
い
。 

　
２
泊
３
日
の
最
終
日
に
紅
葉
の
旭
岳
、
大

雪
旭
岳
源
水
を
巡
り
、
町
内
の
家
具
製
作
会

社
の
直
営
カ
フ
ェ
で
昼
食
。
地
元
の
食
材
を

使
っ
た
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
ス
ー
プ
、
手
作
り

パ
ン
、
３
種
類
の
手
打
ち
パ
ス
タ
な
ど
と
い

う
イ
タ
リ
ア
ン
コ
ー
ス
メ
ニ
ュ
ー
に
舌
鼓
を

打
ち
ま
し
た
。 

　
地
元
・
東
川
な
ら
で
は
の
新
鮮
野
菜
を
使

っ
た
本
格
派
の
味
で
す
。
「
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
」

「
ロ
ハ
ス
」
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
イ
メ
ー
ジ

に
ピ
ッ
タ
リ
な
〝
森
の
小
さ
な
レ
ス
ト
ラ
ン
〞

で
、
ゆ
っ
た
り
と
時
間
が
流
れ
る
昼
の
ひ
と

時
を
味
わ
い
ま
し
た
。 

長
ら
が
訪
問
し
、
現
地
州
政
府
、
行
政
機
関

や
旅
行
代
理
店
な
ど
を
訪
ね
ま
し
た
。 

　
ユ
ジ
ノ
サ
ハ
リ
ン
ス
ク
市
で
は
サ
ハ
リ
ン

州
政
府
と
ピ
ー
ト
モ
社
な
ど
４
社
を
訪
問
。 

　
州
政
府
と
の
懇
談
で
は
、
ロ
シ
ア
人
が
温

泉
好
き
で
あ
り
日
本
文
化
に
興
味
を
持
っ
て

い
る
こ
と
、
観
光
目
的
の
海
外
旅
行
先
で
最

も
人
気
な
の
が
日
本
で
あ
る
こ
と
、
な
ど
と

説
明
を
受
け
ま
し
た
。
今
後
の
観
光
誘
致
に

期
待
で
き
そ
う
な
印
象
で
す
。 

　
「
人
気
の
旭
山
動
物
園
と
温
泉
を
組
み
合

わ
せ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
考
え
た
い
」
（
ピ
ー

ト
モ
社
）、「
稚
内
ま
で
は
定
期
便
が
あ
る
が
、

稚
内
か
ら
旭
川
ま
で
の
ア
ク
セ
ス
が
悪
い
。

し
か
し
近
年
関
心
が
高
ま
っ
て
お
り
、
受
け

入
れ
ホ
テ
ル
の
確
保
が
可
能
な
ら
計
画
し
た

い
」
（
ユ
ー
ラ
シ
ア
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
社
）

な
ど
と
好
反
応
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
か
ら
の
観
光
客
増
に
最
も
期
待
が
か

か
っ
て
い
る
の
が
韓
国
。
ソ
ウ
ル
市
へ
の
訪

問
は
、
西
川
将
人
旭
川
市
長
も
参
加
し
、
本

町
の
ほ
か
、
旭
川
市
、
名
寄
市
、
富
良
野
市
、

上
川
町
の
各
観
光
協
会
役
員
も
参
加
し
ま
し
た
。 

　
秋
・
冬
の
大
雪
山
地
域
の
観
光
誘
致
を
Ｐ

Ｒ
す
る
の
が
狙
い
。
航
空
会
社
、
観
光
エ
ー

ジ
ェ
ン
ト
５
社
を
訪
問
し
、
雪
質
の
良
さ
と

温
泉
め
ぐ
り
の
ス
キ
ー
ツ
ア
ー
企
画
を
ア
ピ

ー
ル
し
ま
し
た
。 

　
韓
国
で
は
今
、
旅
行
ブ
ー
ム
が
起
き
て
い

る
と
い
い
ま
す
。 

　
昨
年
海
外
旅
行
に
出
か
け
た
の
は
、
延
べ 

 

本
町
を
訪
れ

ま
し
た
。
国

内
向
け
の
２

つ
の
秋
の
観

光
現
地
見
学

会
で
す
。 

　
代
理
店
向

け
に
は
「
秋

の
旭
岳
の
紅

葉
と
旭
山
動

物
園
見
学
会
」。 

　
体
験
観
光

な
ど
の
魅
力

ア
ピ
ー
ル
で
、

小
規
模
グ
ル

ー
プ
か
ら
学

校
の
修
学
旅

行
ま
で
新
た

な
団
体
旅
行

客
用
の
観
光
ル
ー
ト
の
提
案
で
す
。 

　
一
方
、
雑
誌
編
集
者
に
は
「
秋
の
大
雪
山

・
紅
葉
と
味
覚
と
体
験
の
現
地
取
材
会
」。 

　
個
人
旅
行
、
小
グ
ル
ー
プ
旅
行
向
け
の
企

画
を
提
案
し
ま
し
た
。
今
回
は
「
秋
の
北
海

道
・
グ
ル
メ
食
ツ
ア
ー
」
を
提
案
と
い
う
わ

け
。 

　
９
月
28
、
29
の
両
日
、
首
都
圏
の
大
手
旅

行
代
理
店
８
社
と
「
旭
川
―
東
京
」
線
を
共

同
運
航
し
て
い
る
民
間
航
空
２
社
の
東
京
支

店
営
業
担
当
者
合
わ
せ
て
10
人
が
来
町
し
ま

し
た
。 

１
１
０
０
万
人
。

国
民
人
口
４
８

０
０
万
人
の
４

分
の
１
に
も
達

し
た
そ
う
で
す
。

こ
の
う
ち
２
５

０
万
人
が
来
日
。

前
年
比
25
％
増

も
の
大
幅
な
伸

び
だ
と
い
う
こ

と
で
す
。 

　
「
日
本
で
ゴ

ル
フ
、
ス
キ
ー
、

温
泉
、
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
（
軽
登

山
）
、
と
い
う

観
光
に
人
気
が

伸
び
て
い
る
」

と
い
い
、
今
後

は
フ
リ
ー
旅
行
、
レ
ン
タ
カ
ー
を
借
り
て
の

グ
ル
ー
プ
旅
行
増
が
見
込
ま
れ
て
い
る
と
い

う
の
で
す
。 

　
町
観
光
協
会
の
来
年
度
韓
国
人
ス
タ
ッ
フ

採
用
検
討
は
、
こ
の
動
き
を
見
越
し
た
策
と

い
う
わ
け
で
す
。 

 

国
内
は
グ
ル
ー
プ
・
体
験
ツ
ア
ー
を
狙

え 
 

　
９
月
下
旬
か
ら
10
月
に
か
け
て
、
首
都
圏

の
旅
行
代
理
店
、
雑
誌
編
集
者
が
相
次
い
で 

旭岳・天人峡を売り込め！プロモーションに力こぶ 

グルメ食ツアーの見学会で地元野菜を使った本格パスタ料理に舌鼓＝北の住まい設計社で（10月2日） 

旅行代理店のエージェントは吹雪にびっくり＝旭岳ロープウェー姿見駅で（9月29日） 

北の住まい設計社で（10月2日） 陶芸工房「理創夢」で（9月28日） ピートモ社（ユジノサハリンスク市）で（9月10日） ハッピー・ツアー社（ソウル市）で（10月15日） サハリン州政府と会談（9月10日） 
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成
10
、
17
、
18
の
３

　
　
　
　
　
　
　
　
回
、
延
べ
１
万
本
を

　
　
　
　
　
　
　
　
植
樹
し
て
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
今
後
も
毎
年
植
樹
を

　
　
　
　
　
　
　
　
続
け
る
つ
も
り
で
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
５
年
の
「
第

　
　
　
　
　
　
　
　
２
回
石
狩
川
サ
ミ
ッ

ト
」
（
砂
川
市
）
で
、
石
狩
川
流
域
の
道

内
48
市
町
村
が
１
人
１
本
の
植
樹
を
目
指

し
て
運
動
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
旭
川
地

域
は
、
旭
川
市
と
本
町
で
行
っ
て
い
ま
す
。

当
町
で
は
連
続
３
年
目
。
旭
川
市
で
は
、

忠
別
川
東
神
楽
橋
近
く
の
河
川
敷
で
植
樹

し
ま
し
た
。 

    

　
10
月
14
日
、シ
ー
ズ
ン
最
後
を
飾
る「
ラ

ス
ト
コ
ー
ル
」
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
が
キ

ト
ウ
シ
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
で
開
か
れ
ま
し

た
。 

　
町
内
の
ほ
か
、
旭
川
市
内
、
近
郊
の
町

か
ら
約
２
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
会

場
は
来
年
か
ら
正
式
オ
ー
プ
ン
す
る
新
設

「
サ
ク
ラ
」
コ
ー
ス
（
９
ホ
ー
ル
）
を
加

え
て
５
コ
ー
ス
（
45
ホ
ー
ル
）
の
ス
ト
ロ

ー
ク
プ
レ
ー
。
こ
れ
ま
で
に
も
増
し
て
魅 

  

　
９
月
26
日
、
大
雪
旭 

岳
源
水
に
近
い
野
花
南 

（
ノ
カ
ナ
ン
）
の
野
鳥 

の
森
公
園
で
、
町
内
の 

小
学
生
が
「
10
年
後
、 

20 
年
後
に
は
立
派
な
森 

に
な
り
ま
す
よ
う
に
」 

と
願
い
を
込
め
て
植
樹
し
ま
し
た
。 

　
道
開
発
局
が
進
め
て
い
る
「
石
狩
川
流

域
１
人
１
本
３
０
０
万
本
植
樹
運
動
」
の

一
環
と
し
て
行
っ
た
「
地
域
住
民
に
よ
る

植
樹
２
０
０
７
　
ｉ
ｎ
　
東
川
」
で
す
。 

　
東
川
小
４
年
生
65
人
、
第
一
小
１
、
２

年
生
11
人
、
第
二
小
３
、
４
年
生
15
人
ら

約
１
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
オ
ニ
グ
ル
ミ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
、
イ
タ
ヤ
カ

エ
デ
、
ア
オ
ダ
モ
、
ヤ
マ
グ
ワ
な
ど
35
種

類
５
０
０
本
。 

　
自
然
に
近
い
森
再
生
を
、
と
自
然
林
で

種
を
採
取
し
て
苗
作
り
し
ま
し
た
。
１
区

画
（
直
径
約
３
㍍
）
に
10
種
類
ず
つ
、
さ

ま
ざ
ま
な
樹
種
を
混
植
し
、
い
ろ
い
ろ
な

動
物
た
ち
が
住
み
や
す
い
森
を
作
ろ
う
と

い
う
狙
い
で
す
。 

　
戦
後
、
引
き
揚
げ
者
が
農
地
開
拓
し
て

ダ
イ
コ
ン
畑
だ
っ
た
と
こ
ろ
。
そ
の
後
農

地
放
棄
さ
れ
荒
れ
地
に
な
り
ま
し
た
。
そ

れ
を
森
に
戻
そ
う
と
い
う
わ
け
で
す
。
平 

  

　
10
月
７
日
、
キ
ト
ウ
シ 

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
、
ひ
が 

し
か
ぐ
ら
森
林
公
園
パ
ー 

ク
ゴ
ル
フ
場
の
２
ゴ
ル
フ 

場
を
リ
レ
ー
し
て
競
う
大 

雪
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ 

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
が
開 

か
れ
ま
し
た
。 

　
今
年
初
め
て
の
開
催
で 

す
。
隣
り
合
う
２
町
の
パ 

ー
ク
ゴ
ル
フ
場
を
会
場
に
、
36
ホ
ー
ル
ず

つ
プ
レ
ー
す
る
72
ホ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー
ク
プ

レ
ー
。 

　
出
場
は
完
全
オ
ー
プ
ン
制
。
腕
に
覚
え 

    

力
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。 

　
肌
寒
い
天
候
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
参
加

者
は
熱
戦
を
展
開
。
男
性
は
出
合
勇
治
さ

ん（
旭
川
）、
女
性
は
宮
崎
久
枝
さ
ん
（
同
）

が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
ま
し
た
。 

　
東
川
振
興
公
社
が
経
営
し
て
い
る
町
内

の
２
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
入
場
者
数
は
、

キ
ト
ウ
シ
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
が
３
万
９
千

人
（
10
月
13
日
現
在
）
、
親
水
河
川
公
園

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
が
約
４
万
千
人
（
同
）
。 

  

　
　
　
　
の
参
加
者
ば
か
り
１
０
０
人
が

　
　
　
　
出
場
し
ま
し
た
。
旭
川
市
内
か

　
　
　
　
ら
の
参
加
が
圧
倒
的
で
、
町
内

　
　
　
　
か
ら
５
人
、
東
神
楽
町
内
か
ら

　
　
　
　
８
人
し
か
エ
ン
ト
リ
ー
で
き
な

　
　
　
　
い
ほ
ど
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
大
会
に

　
　
　
　
な
り
ま
し
た
。
中
に
は
羽
幌
町
、

　
　
　
　
遠
軽
町
か
ら
の
参
加
者
も
。 

　
　
　
　
　
優
勝
は
、
男
性
出
合
勇
治
さ

　
　
　
　
ん
（
旭
川
）
が
ト
ー
タ
ル
２
０

３
、
女
性
樋
口
常
子
さ
ん
（
同
）
が
２
０

９
で
し
た
。
（
29
㌻
、
各
種
大
会
成
績
参

照
） 

     

今
年
は
両
ゴ
ル
フ
場
と
も
に
11
月
18
日
ク

ロ
ー
ズ
の
予
定
で
す
。 

旭
岳
山
ろ
く
を
緑
の
森
に
返
そ
う
―
と
植
樹 

旭
岳
山
ろ
く
を
緑
の
森
に
返
そ
う
―
と
植
樹 

  

　
　
　
　
　
　
　
　
ず
し
も
強
い
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
勝
ち
上
が
ら
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
と
こ
ろ
が
妙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
味
。決
勝
は「
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
門
ブ
ー
ト
キ
ャ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
プ
」
チ
ー
ム
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
12
対
８
で
「
西
部

　
　
　
　
　
　
　
　
自
治
振
興
会
」
を
下

し
ま
し
た
。 

　
終
日
雨
天
の
８
日
は
、
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ

ン
タ
ー
で
東
川
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
ニ
ュ

ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
、
東
川
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

協
会
が
親
水
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
で
パ

ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
き
ま
し
た
。 

　
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
は
、
ダ
ー
ツ
、

ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
、
ビ
ー
ン
ボ
ー
リ
ン

グ
、
フ
ロ
ア
カ
ー
リ
ン
グ
の
４
種
目
を
用

意
。
会
場
を
訪
れ
た
親
子
連
れ
約
30
人
が

　
　
　
　
　
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

　
　
　
　
　
　
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
に
は
32
人

　
　
　
　
　
が
出
場
し
ま
し
た
。 

　
　
　
　
　
　
肌
寒
い
雨
天
に
も
か
か
わ

　
　
　
　
　
ら
ず
、
腕
に
覚
え
の
参
加
者

　
　
　
　
　
が
熱
戦
を
展
開
。
佐
藤
光
明

　
　
　
　
　
さ
ん
が
グ
ロ
ス
「
97
」
と
い

　
　
　
　
　
う
好
成
績
で
、
２
位
に
２
打

　
　
　
　
　
差
で
優
勝
し
ま
し
た
。 

  

　
10
月
６
日
か
ら
の
３
連
休
、
体
育
の
日

に
ち
な
ん
で
軽
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む 

「
２
０
０
７
町
民
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス 

タ
」が
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
６
日
、忠
別
湖
畔
を
歩
く
紅
葉
ウ
ォ 

ー
ク
に
は
約
20 
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
忠
別
ダ
ム
周
辺
は
紅
葉
真
っ
盛
り
。 

家
族
連
れ
の
一
行
は
、
約
13
㌔
㍍
の
ダ
ム

湖
畔
１
周
を
ゆ
っ
く
り
と
歩
き
、
う
っ
す

ら
と
額
が
汗
ば
む
心
地
好
さ
を
満
喫
。
散

策
広
場
で
の
昼
食
は
、
豚
汁
と
お
に
ぎ
り

の
お
い
し
さ
も
ひ
と
き
わ
で
し
た
。 

　
７
日
、
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
町
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
協
会
主
管
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
に
、
９
チ
ー
ム
約
１
３
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。 

　
女
性
２
人
、
45
歳
以
上
の
男
性
２
人
が

必
ず
加
わ
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
必 

  

　
今
年
の
写
真 

甲
子
園
で
準
優 

勝
、
特
別
賞
を 

受
賞
し
た
広
島 

県
立
庄
原
格
致 

高
校
の
写
真
部 

生
徒
か
ら
こ
の 

ほ
ど
、
本
戦
大 

会
（
７
月
24
日 

か
ら
４
日
間
） 

で
来
町
し
た
時 

の
礼
状
が
届
き 

ま
し
た
。 

　
３
年
生
、
羽 

村
矩
美
子
さ
ん 

（
18
）か
ら
の
手 

紙
で
す
。「
私
た 

ち
は
準
優
勝
と
特
別
賞
を
と
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
写
真
甲
子
園
で
作
っ
て
く
れ

た
ご
飯
は
、と
て
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
」。 

　
会
場
で
食
事
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い

た
女
性
連
絡
協
議
会
（
池
田
和
代
会
長
）

13
人
の
皆
さ
ん
宛
て
に
、
３
日
目
の
食
事

の
時
に
一
緒
に
撮
っ
た
写
真
を
人
数
分
焼

き
増
し
し
て
添
え
て
あ
り
ま
し
た
。 

　
格
致
高
校
チ
ー
ム
の
フ
ァ
イ
ナ
ル
作
品

「
出
会
い
っ
て
い
い
な
」
（
カ
ラ
ー
組
み

写
真
８
枚
組
）
は
、
池
田
会
長
が
モ
デ
ル 

  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
な
っ
た
１
枚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
全
体
を
力
強

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
印
象
付
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
る
作
品
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
父
親
が
広

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
島
県
の
出
身
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
親
戚
も
高
校
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
ほ
ど
近
い
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ろ
に
住
ん
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
る
ん
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
ん
な
縁
で
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
っ
か
り
親
し
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
っ
て
…
。『
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
写
真
で
準
優

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勝
し
た
ん
だ
よ
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
見
せ
て
く
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
時
、
感
激
で

子
供
た
ち
が
ワ
ン
ワ
ン
泣
い
て
い
た
こ
と

を
思
い
出
し
ま
す
」
（
池
田
さ
ん
）
。 

「
『
お
母
さ
ん
と
話
し
て
い
る
み
た
い
』

と
何
で
も
話
し
て
く
れ
た
。
ず
っ
と
楽
し

く
て
、
こ
ん
な
経
験
は
初
め
て
で
し
た
」

（
高
島
克
枝
さ
ん
）
。 

　
大
会
出
場
の
生
徒
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
さ
ん
に
礼
状
が
届
い
た
の
は
初
め
て
。

思
い
出
に
新
た
な
１
ペ
ー
ジ
が
加
わ
り
ま

し
た
。 

歓声もにぎやか、ソフトボール大会 

絶好の紅葉狩りを楽しんだ紅葉ウォーク 

町
民
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
で
紅
葉
ウ
ォ
ー
ク
と
軽
ス
ポ
ー
ツ 

町
民
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
で
紅
葉
ウ
ォ
ー
ク
と
軽
ス
ポ
ー
ツ 

届いた礼状と、思い出を話す池田さん（右）と高島さん 

広
島
県
立
庄
原
格
致
高
生
徒
か
ら
う
れ
し
い
礼
状 

広
島
県
立
庄
原
格
致
高
生
徒
か
ら
う
れ
し
い
礼
状 

今
季
の
ラ
ス
ト
大
会
飾
る
町
長
杯
に
２
０
０
人
が
熱
戦 

今
季
の
ラ
ス
ト
大
会
飾
る
町
長
杯
に
２
０
０
人
が
熱
戦 

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
・
キ
ト
ウ
シ
で
初
の
大
雪
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会 

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
・
キ
ト
ウ
シ
で
初
の
大
雪
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会 
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イ
ム
タ
ウ
ン
づ
く
り
21
」
の
骨
子
案
提
示
。

事
業
費
合
計
約
62
億
円
の
事
業
案
が
示
さ

れ
ま
し
た
。 

　
住
民
か
ら
は
「
道
の
駅
・
道
草
館
の
館

内
に
食
堂
や
地
場
産
農
産
物
の
物
販
ス
ペ

ー
ス
が
ほ
し
い
」
「
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー

（
旧
町
立
診
療
所
）
を
有
効
活
用
し
て
ほ

し
い
」
な
ど
と
意
見
が
出
ま
し
た
。 

　
町
側
か
ら
は
「
新
栄
団
地
東
側
に
、
来

年
度
新
た
に
２
・
６
㌶
の
宅
地
を
造
成
し

た
い
。
若
者
が
住
ん
で
く
れ
る
策
を
今
後

　
　
協
議
し
た
い
」
な
ど
の
ほ
か
「
道
草

　
　
館
の
物
販
は
、
野
外
販
売
を
考
え
た

　
　
い
。
年
間
35
万
人
の
観
光
客
が
来
て

　
　
い
る
の
で
、
市
街
地
に
ほ
か
に
憩
い

　
　
の
場
を
作
り
た
い
」
と
新
し
い
案
の

　
　
提
示
も
あ
り
ま
し
た
。 

　
　
　
東
川
小
学
校
改
築
問
題
で
は
「
第

　
　
一
、
第
二
、
第
三
小
学
校
の
児
童
が

　
　
減
少
し
な
い
よ
う
に
対
策
す
る
一
方

　
　
で
、
学
校
統
合
す
べ
き
な
の
か
ど
う

　
　
か
検
討
委
員
会
も
立
ち
上
げ
た
い
。

　
　
新
校
舎
は
、
生
き
が
い
対
策
セ
ン
タ

　
　
ー
、
児
童
セ
ン
タ
ー
も
併
設
の
複
合

　
　
施
設
に
し
た
い
の
で
、
現
校
舎
の
再

　
　
利
用
と
併
せ
て
、
場
所
、
建
設
規
模

　
　
も
検
討
し
た
い
」
な
ど
と
考
え
を
示

　
　
し
ま
し
た
。 

  

　
10
月
22
日
か
ら
同
月
29
日
ま
で
、
町
理

事
者
と
住
民
が
こ
れ
か
ら
の
町
の
姿
を
語

り
合
う
「
ま
ち
づ
く
り
ト
ー
ク
21
」
が
５

地
区
で
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
行
政
か
ら
の
情
報
を
分
か
り
や
す
く
皆

さ
ん
に
お
伝
え
し
、
要
望
を
直
接
お
聞
き

し
よ
う
、
と
毎
年
開
い
て
い
ま
す
。
10
月

22
日
、
ト
ッ
プ
を
切
っ
て
第
一
地
区
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
今
年
の
メ
ー
ン
テ
ー
マ
は
、
来
年
度
か

ら
の
新
ま
ち
づ
く
り
５
カ
年
計
画
「
プ
ラ 

  

　
10
月
16
日
、
家
畜
に
一
年
間
の
感
謝
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
る
家
畜
感

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
謝
祭
が
家
畜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
感
謝
之
碑 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
南
町
２
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
行
わ
れ
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
内
の
畜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
産
農
家
、
東

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
町
農
協
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
農
業
共
済
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
、
農
業
改 

    

　
21
区
、
平
崎
清
吉
さ
ん
（
99
）
が
今
年

で
満
１
０
０
歳
を
迎
え
る 

こ
と
に
な
り
、
９
月
25
日 

総
理
大
臣
の
祝
い
状
と
銀 

杯
を
受
け
ま
し
た
。 

　
松
岡
市
郎
町
長
が
西
町 

８
の
老
人
保
健
施
設
ひ
だ 

ま
り
の
里
に
入
所
中
の
平 

崎
さ
ん
を
訪
ね
、
内
閣
総 

理
大
臣
か
ら
の
祝
い
状
な 

ど
を
手
渡
し
ま
し
た
。 

　
清
吉
さ
ん
は
、
体
調
が 

 

  

良
普
及
セ
ン
タ
ー
、
役
場
、
町
議
会
関
係

者
ら
約
20
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
板
谷
重

徳
畜
産
振
興
協
議
会
長
（
東
川
町
農
協
組

合
長
）
は
、
先
人
と
と
も
に
苦
楽
を
と
も

に
し
て
き
た
開
拓
の
歴
史
を
披
れ
き
し 

「
開
拓
の
基
礎
と
な
っ
た
家
畜
と
先
祖
に

感
謝
す
る
心
を
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
」
と

１
年
の
感
謝
を
捧
げ
ま
し
た
。 

　
町
内
で
は
か
つ
て
、
多
く
の
農
家
で
家

畜
を
飼
っ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
養
豚
、

め
ん
羊
飼
育
、
肉
牛
飼
育
、
馬
飼
育
そ
れ

ぞ
れ
１
戸
ず
つ
に
減
っ
て
い
ま
す
。 

    

い
い
と
き
に
は
車
椅
子
で
起
き
上
が
る
こ

　
　
　
　
　
　
と
も
で
き
る
と
い
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
長
男
の
清
さ
ん
（
65
）
と

　
　
　
　
　
　
一
緒
に
長
寿
の
祝
い
を
受

　
　
　
　
　
　
け
ま
し
た
。 

　
　
　
　
　
　
　
町
内
で
百
歳
以
上
の
お

　
　
　
　
　
　
元
気
な
お
年
寄
り
は
、
最

　
　
　
　
　
　
高
齢
の
小
森
フ
サ
さ
ん 

　
　
　
　
　
　
（
１
０
１
）
に
次
い
で
２

　
　
　
　
　
　
人
目
で
す
。 

 

  

　
　
　
　
に
打
線
に
火
が
つ
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
打
者
一
巡
、
一
挙
６
点
を
奪
う

　
　
　
　
猛
攻
撃
で
ロ
ッ
テ
を
「
０
―
７
」

　
　
　
　
と
大
き
く
引
き
離
す
決
勝
機
。

　
　
　
　
先
発
、
グ
リ
ン
投
手
は
ロ
ッ
テ

　
　
　
　
を
零
封
の
完
璧
ピ
ッ
チ
ン
グ
を

　
　
　
　
見
せ
、
会
場
は
興
奮
の
嵐
で
す
。 

　
　
　
　
　
会
場
で
は
、
少
年
野
球
チ
ー

ム
の
父
兄
総
出
で
応
援
七
つ
道
具
の
メ
ガ

ホ
ン
、
お
弁
当
、
ビ
ー
ル
、
ポ
ッ
プ
コ
ー

ン
や
日
ハ
ム
球
団
の
公
式
グ
ッ
ズ
も
売
り

出
し
ま
し
た
。
ビ
ー
ル
で
景
気
付
け
の
お

父
さ
ん
フ
ァ
ン
は
「
今
年
も
２
年
連
続
日

本
一
だ
！
」
。 

　
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
第

５
戦
で
み
ご
と
ロ
ッ
テ
を
破
り
ま
し
た
。 

    

　
　
　
　
当
町
出
身
の
森
崎
尚
也
さ
ん
が

　
　
　
　
所
属
す
る
新
進
コ
ン
ビ
、
ビ
ッ

　
　
　
　
ク
シ
テ
ィ
＝
写
真
＝
ら
６
グ
ル

　
　
　
　
ー
プ
（
人
）
が
出
演
し
ま
し
た
。 

　
　
　
　
　
会
場
に
は
旭
川
市
内
か
ら
も

フ
ァ
ン
が
訪
れ
、
に
ぎ
や
か
な
ス
テ
ー
ジ

に
笑
い
が
あ
ふ
れ
ま
し
た
。 

  

　
10
月
15
日
夜
、
農
村
環
境
改
善
セ 

ン
タ
ー
で
、
リ
ー
グ
優
勝
し
た
北
海 

道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
対
２
位 

・
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ズ
の
パ
・
リ
ー 

グ
、
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
シ
リ
ー
ズ
第 

２
ス
テ
ー
ジ
第
３
戦
の
パ
ブ
リ
ッ
ク 

ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
旭
川
市
内
の
少
年
野
球
チ
ー
ム
の 

児
童
や
仕
事
帰
り
の
会
社
員
ら
約
３
５
０

人
が
大
ホ
ー
ル
に
集
ま
り
ま
し
た
。
応
援

メ
ガ
ホ
ン
を
両
手
に
、日
ハ
ム
勝
利
の〝
万

歳
ボ
ル
テ
ー
ジ
〞
が
最
高
潮
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。 

　
７
回
裏
、
日
ハ
ム
は
２
死
ラ
ン
ナ
ー
２

塁
か
ら
怒
と
う
の
攻
め
。 

　
森
本
選
手
の
中
前
適
時
打
を
き
っ
か
け 

    

　
９
月
30
日
、
町
農
村
環
境
改 

善
セ
ン
タ
ー
で
「
よ
し
も
と
お 

笑
い
ラ
イ
ブ
　
ｉ
ｎ
　
東
川
２ 

０
０
７
」
の
公
演
が
開
か
れ
ま 

し
た
。 

　
ユ
ー
モ
ア
と
お
笑
い
で
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
―
と
毎
年
恒
例
に
な
っ
た
ス
テ
ー
ジ
。

大
平
サ
ブ
ロ
ー
、
笑
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
ほ
か
、 

  

　
10
月
５
日
、
町
文
化
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
Ｎ

Ｈ
Ｋ
（
日
本
放
送
協
会
）
旭
川
放
送
局
の

ロ
ー
カ
ル
番
組
（
道
北
地
域
）
中
継
放
送

が
あ
り
ま
し
た
。 

　
同
月
１
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し 

た
旭
川
地
域
（
旭
川
・
和
寒
） 

な
ど
道
北
、
道
東
地
域
の
テ
レ 

ビ
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
運
用
開 

始
を
記
念
し
て
、
午
後
６
時
15  

分
か
ら
約
30
分
間
の
特
別
番
組 

と
し
て
中
継
し
ま
し
た
。 

    

　
９
月
30
日
開
か
れ
た
枝
幸
郡
浜
頓
別
町

の
「
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
　
ｉ
ｎ
　
浜
頓
別

２
０
０
７
」
に
、
今
年
も
町
内
の
特
産
品

が
ず
ら
り
と
出
品
し
ま
し
た
。 

　
両
町
の
観
光
協
会
姉
妹
提
携
を
期
に
、

そ
れ
ぞ
れ
町
の
ふ
る
さ
と
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
で
、
お
互
い
の
特
産
品
交
流 

を
―
と
毎
年
交
流
出
品
し
て
い
　
　
　
　

ま
す
。
昨
年
10
周
年
を
迎
え
ま
　
　
　
　

し
た
。 

　
町
内
11
業
者
が
新
米
や
ジ
ャ 

ガ
イ
モ
、
長
ネ
ギ
、
ト
マ
ト
ジ 

ュ
ー
ス
、
手
作
り
味
噌
な
ど
農 

  

　
東
川
町
親
善
大
使
も
務
め
て
い
る
本
町

出
身
の
タ
レ
ン
ト
、
森
崎
博
之
さ
ん
（
36
）

が
番
組
進
行
役
、
レ
ポ
ー
タ
ー
で
出
演
。

　
　
　
町
内
レ
ポ
ー
ト
を
し
た
り
特
産
品

　
　
　
を
紹
介
し
て
町
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。 

　
　
　
　
放
送
中
、
館
内
に
は
大
型
50
イ

　
　
　
ン
チ
ス
ク
リ
ー
ン
の
液
晶
テ
レ
ビ

　
　
　
も
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
ギ
ャ
ラ
リ

　
　
　
ー
来
場
者
は
、
今
ま
で
の
ア
ナ
ロ

　
　
　
グ
放
送
と
は
格
段
に
美
し
く
鮮
明

　
　
　
な
画
面
に
釘
付
け
で
し
た
。 

    

産
物
、
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
、
米
パ
ン
、
寄

せ
豆
腐
、
木
工
家
具
な
ど
町
内
で
も
人
気

の
商
品
を
出
品
し
ま
し
た
。
ア
ン
パ
ン
、

カ
レ
ー
パ
ン
な
ど
、
子
供
に
人
気
の
メ
ニ

ュ
ー
は
す
ぐ
に
売
れ
き
れ
て
し
ま
う
盛
況

ぶ
り
。 

　
　
　
　
　
今
年
は
あ
い
に
く
風
が
強
い

　
　
　
　
一
日
で
し
た
が
、
サ
ケ
の
つ
か

　
　
　
　
み
取
り
、
ホ
タ
テ
釣
り
ゲ
ー
ム

　
　
　
　
な
ど
楽
し
い
催
し
が
い
っ
ぱ
い
。

　
　
　
　
物
産
交
流
コ
ー
ナ
ー
の
出
店
ブ

　
　
　
　
ー
ス
は
家
族
連
れ
の
地
元
浜
っ

　
　
　
　
子
で
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
文
化
ギ
ャ
ラ
リ
ー
か
ら
番
組
生
中
継
放
送 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
文
化
ギ
ャ
ラ
リ
ー
か
ら
番
組
生
中
継
放
送 

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
シ
リ
ー
ズ
で
日
ハ
ム
応
援
に
３
５
０
人 

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
シ
リ
ー
ズ
で
日
ハ
ム
応
援
に
３
５
０
人 

浜
頓
別
フ
ェ
ス
に
今
年
も
東
川
特
産
品
を
出
品 

浜
頓
別
フ
ェ
ス
に
今
年
も
東
川
特
産
品
を
出
品 

お
腹
い
っ
ぱ
い
の
お
笑
い
を
ー
と
漫
才
公
演 

お
腹
い
っ
ぱ
い
の
お
笑
い
を
ー
と
漫
才
公
演 

家
畜
感
謝
祭 

家
畜
感
謝
祭 

平
崎
清
吉
さ
ん
に
１
０
０
歳
の
お
祝
い 

平
崎
清
吉
さ
ん
に
１
０
０
歳
の
お
祝
い 

「
ま
ち
づ
く
り
ト
ー
ク
21
」
開
く 

「
ま
ち
づ
く
り
ト
ー
ク
21
」
開
く 
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戸
籍
は
、
生
ま
れ
て
か
ら
死
亡
す

る
ま
で
の
身
分
関
係
を
登
録
し
た
重

要
な
公
簿
で
す
。
明
治
５
年
の
戸
籍

法
施
行
以
来
、
戸
籍
は
手
書
き
ま
た

は
タ
イ
プ
で
記
録
・
管
理
さ
れ
て
き

ま
し
た
。 

　
そ
の
後
、
平
成
６
年
の
戸
籍
法
改

正
で
、
戸
籍
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
処
理

化
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
本
町
で
も

戸
籍
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
を
実
施
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

　
そ
れ
に
伴
っ
て
東
川
町
で
は
、
平

成
20
年
２
月
４
日
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

に
よ
る
戸
籍
証
明
の
発
行
が
始
ま
り

ま
す
。
戸
籍
も
新
た
に
書
き
換
え
、

今
ま
で
手
作
業
だ
っ
た
戸
籍
証
明
発

行
や
皆
さ
ま
か
ら
の
申
請
に
伴
う
事

務
処
理
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
が
出
来

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
戸
籍

事
務
の
信
頼
性
向
上
に
努
め
ま
す
。 

　
こ
れ
に
よ
り
、
内
容
が
次
の
よ
う

に
変
わ
り
ま
す
。 

  

        

対
象
は
町
内
に
本
籍
が
あ
る
方 

 

　
戸
籍
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
さ
れ
る

の
は
、
本
籍
が
東
川
町
に
あ
る
方
で

す
。
住
民
登
録
が
東
川
町
に
あ
っ
て

も
本
籍
地
が
他
の
市
町
村
に
あ
る
方

は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。 

 
縦
書
き
か
ら
横
書
き
に 

 

　
現
在
の
戸
籍
は
文
章
形
式
に
よ
る

「
縦
書
き
」
で
す
が
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
化
さ
れ
る
新
し
い
戸
籍
は
項
目
形

式
の
「
横
書
き
」に
な
り
ま
す
。 

　
記
載
内
容
が
項
目
化
さ
れ
、
数
字

は
算
用
数
字
に
な
り
ま
す
。
従
来
の

謄
抄
本
と
比
べ
て
見
や
す
く
、
分
か

り
や
す
い
証
明
に
な
り
ま
す
。 

 

証
明
書
の
名
称
が
変
わ
り
ま
す 

 

　
こ
れ
ま
で
の
戸
籍
の
証
明
は
全
員

の
も
の
を
「
戸
籍
謄
本
」
、
個
人
の 

も
の
を
「
戸
籍
抄
本
」
と
呼
ん
で
き

ま
し
た
が
、
変
更
後
は
『
全
部
事
項

証
明
』
（
戸
籍
謄
本
）、『
個
人
事
項

証
明
』
（
戸
籍
抄
本
）
に
名
称
が
変

わ
り
ま
す
。 

 

今
の
戸
籍
は「
改
製
原
戸
籍
」に 

 

　
こ
れ
ま
で
使
用
し
て
い
た
和
紙
の

戸
籍
は
『
平
成
改
製
原
戸
籍
』
と
し

て
保
存
し
ま
す
。 

　
す
で
に
死
亡
な
ど
で
名
欄
が
×
印

（
除
か
れ
た
記
載
）
に
な
っ
て
い
る

方
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
後
の
新
し 

い
戸
籍
に
は
登
録
さ
れ
ま
せ
ん
。
そ

の
方
に
つ
い
て
の
証
明
が
必
要
な
場

合
は
、
平
成
改
製
原
戸
籍
（
手
数
料

７
５
０
円
）
を
ご
請
求
く
だ
さ
い
。 

 

戸
籍
の
文
字
が
変
わ
り
ま
す 

 

　
戸
籍
の
氏
名
の
文
字
は
、
常
用
漢

字
や
人
名
漢
字
、
そ
の
他
の
漢
字
辞

典
に
載
っ
て
い
る
文
字
で
記
載
さ
れ

ま
す
。
辞
書
に
な
い
文
字
は
、
辞
書

に
あ
る
文
字
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
登

録
さ
れ
ま
す
。 

 

戸
籍
の
種
類 

 

◆
除
籍
：
婚
姻
や
死
亡
、
養
子
縁
組

　
な
ど
に
よ
り
、
そ
の
戸
籍
に
記
載

　
さ
れ
た
全
員
が
除
か
れ
た
戸
籍
の 

　
こ
と
を
「
除
籍
」
と
い
い
ま
す
。 

◆
改
製
原
戸
籍
：
昭
和
32
年
の
戸
籍

　
法
改
正
に
よ
っ
て
改
製
さ
れ
た
戸

　
籍
以
前
の
戸
籍
を
「
改
製
原
戸
籍
」 

　
と
い
い
ま
す
。 

 

◆
平
成
改
製
原
戸
籍
：
平
成
６
年
の

　
戸
籍
法
改
正
に
基
づ
き
コ
ン
ピ
ュ

　
ー
タ
処
理
す
る
た
め
に
改
製
さ
れ

　
る
戸
籍
以
前
の
戸
籍
の
こ
と
で
す

　
（
現
在
の
「
戸
籍
」
が
、
コ
ン
ピ 

 

　
ュ
ー
タ
処
理
の
開
始
以
降
に
「
平

　
成
改
製
原
戸
籍
」
と
な
り
ま
す
）
。 

◆
戸
籍
の
附
票
：
本
籍
が
あ
る
各
人

　
の
住
所
異
動
の
履
歴
を
記
載
し
た 

　
書
類
で
す
。 

　
こ
れ
ま
で
手
書
き
で
記
録
・
保
管
さ
れ
て
き
た
町
の
戸
籍
が
電
子

記
録
化
さ
れ
ま
す
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
処
理
へ
の
移
行
に
伴
っ
て
、
来

年
２
月
、
戸
籍
証
明
の
発
行
も
見
や
す
い
横
書
き
新
書
式
で
ス
タ
ー

ト
。
事
務
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
と
住
民
の
皆
さ
ま
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向

上
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
（
文
中
の
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
」
は
す
べ
て

「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
」
の
意
味
で
す
） 

電子印（黒色） 

戸籍の新旧対象表 

変更項目 現在の戸籍 
来年2月4日から 

（コンピュータ導入後） 

名　　称 

戸籍謄本 
（450円） 

全部事項証明 
（450円） 

戸籍抄本 
（450円） 

個人事項証明 
（450円） 

様　　式 

Ｂ４版横長 
（戸籍謄本） 

Ａ４版縦長 
Ｂ５版横長 
（戸籍抄本） 

書　　式 文章形式で縦書き 項目別に横書き 

用　　紙 白紙 
地紋紙 

（改ざん防止用紙） 

公　　印 朱肉印 

お問い合わせ 

役場税務住民課戸籍係  a82―2111（内線129） 

現
在
の
戸
籍
見
本 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
後
の
戸
籍 

C来年2月、戸籍電子化スタート 
電算処理で記録保管はペーパーレスに 

11 10Higashikawa  2007 November Higashikawa  2007 November



★
乗
り
換
え
が
必
須
!!  

　
居
住
世
帯
の
少
な
い
周
辺
地
区
（
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
外
）
の
方
々
の
仮
申
し
込
み

だ
け
で
は
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
誘
致
を
実
現
さ
せ
る
こ

と
は
出
来
ま
せ
ん
。 

　
中
心
市
街
地
に
お
住
ま
い
の
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
サ
ー

ビ
ス
利
用
者
の
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
へ
の
乗
り
換
え
と
、

新
規
申
し
込
み
が
絶
対
条
件
な
の
で
す
。 

　
誘
致
が
実
現
し
な
け
れ
ば
、
東
川
町
で
の
Ｂ

フ
レ
ッ
ツ
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
無
期
限
に
遅
れ
る

だ
け
で
な
く
、
周
辺
地
区
に
お
住
ま
い
の
方
々

は
、
こ
れ
か
ら
先
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
は
遠

い
生
活
を
送
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

　
東
川
町
の
未
来
に
光
を
当
て
る
た
め
に
も
、

Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
サ
ー
ビ
ス
の
誘
致
を
実
現
さ
せ
ま

し
ょ
う
！ 

 

★
誘
致
の
会
ロ
ー
ラ
ー
作
戦
実
施
!!  

　
誘
致
の
会
で
は
、
11
月
よ
り
個
別
訪
問
活
動

を
実
施
致
し
、
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
仮
申
し
込
み
の
依

頼
に
う
か
が
い
ま
す
。 

　
誘
致
の
会
推
進
員
が
各
ご
家
庭
に
う
か
が
い

ま
す
の
で
、
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

な
ど
に
つ
い
て
、
ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
、
こ
の
際
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

★
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
誘
致
で
期
待
さ
れ
る
効

果
!!  

　
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
誘
致
で
人
口
増
加
や
企
業
誘
致

な
ど
期
待
さ
れ
る
効
果
は
数
多
く
上
げ
ら
れ
ま

す
が
、
人
口
や
交
流
人
口
増
加
、
働
く
場
が
出

来
る
と
い
う
こ
と
は
、
町
内
経
済
の
活
性
に
も

つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
す
。 

【
人
口
増
加
へ
の
期
待
】 

　
本
町
も
移
住
地
と
し
て
の
人
気
が
高
く
、
毎

年
微
増
な
が
ら
人
口
は
増
え
て
お
り
ま
す
。
移

住
の
希
望
地
と
し
て
は
、
市
街
地
と
周
辺
地
区

と
の
２
極
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。 

　
自
然
が
豊
か
で
広
々
と
し
た
周
辺
地
区
は
ニ

ー
ズ
は
多
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
改
善

さ
れ
れ
ば
、
移
住
に
も
拍
車
が
か
か
り
周
辺
地

区
の
発
展
に
も
大
き
く
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。 

【
企
業
誘
致
へ
の
期
待
】 

　
企
業
立
地
条
件
と
し
て
の
通
信
イ
ン
フ
ラ
も

大
き
な
メ
リ
ッ
ト
と
な
り
、
町
内
で
Ｂ
フ
レ
ッ

ツ
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
と
、
企
業
誘
致
の

促
進
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
個
人
事
業
主
で
も
工

業
団
地
や
市
街
地
で
は
な
く
、
周
辺
地
区
へ
の

進
出
も
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。 

一次募集締め切り迫る!! 11月中に仮申し込みを!!
仮申し込み仮申し込み仮申し込み仮申し込みBフレッツBフレッツBフレッツBフレッツ

※エリア区分は誘致独自エリア（件数は10月22日現在、分布は平成19年10月現在） 

★仮申し込みの現状と目標数 
東町 
エリア 

北町 
エリア 

南町 
エリア 

西町 
エリア 

第一 
エリア 

第二 
エリア 

第三 
エリア 

合計 

件数 

目標 
（件） 

分布 
（件） 

20730 34 13 51 20 37 22

800130 220 90 190 60 70 40

3,087497 826 341 734 227 286 176

a

※シミュレーション結果は、基本単位、基本単価での金額（税込み）であり、実際のご利用金額と異なる場合があります。 
※ケータイ単価は、DoCoMoへの通話料を適用（ａｕ90円/3分、SOFTBANK120円/3分） 
※平日昼間（8:00～19:00）の場合で、割引料金プランは加味しておりません。 

★ひかり電話で月々の電話代がおトク!!　【料金シミュレーション】 

通話 
時間 

現在の料金（単価） ひかり電話（単価） 月々のおトク額 

（個人）1,680円
（法人）2,520円 

525円 

通話先 

基本料金 

通話料計 1,199円 672円 

内
　
訳 

市内通話 44.625円（8.925円/3分） 42円（8.4円/3分） 

道内市外 210円（21円/3分） 84円（8.4円/3分） 

道外通話 210円（21円/3分） 

ケータイ 

― 

― 

15分 

30分 

15分 

30分 504円（16.8円/1分） 

月支払い合計 
（個人）2,879円
（法人）3,719円 

1,197円 

（個人）1,155円
（法人）1,995円 

633円 

2.625円 

126円 

168円 

231円 

（個人）1,682円
（法人）2,522円 

735円（70円/3分） 

42円（8.4円/3分） 

　9月より実施しておりますBフレッツ 誘致活動も11月30日をも
　10月22日現在の仮申し込み件数は207件（個人181件、法人26
おりますが、誘致実現に向けて推進員一丸となって活動を行ってい
もご覧ください）。 

って一次募集を締め切ります。 
件）となっており、Ｂフレッツ誘致実現はかなり厳しい状況となって
ますので、町民皆さんのご協力をお願い致します（９月、10月広報
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時
に
ね
、
生
徒
７
人
が
先
生
の
後
を
チ
ョ

コ
チ
ョ
コ
と
つ
い
て
歩
く
ん
で
す
。
と
に

か
く
か
わ
い
か
っ
た
。
『
こ
こ
は
良
い
な

ぁ
』
と
思
っ
て
…
」
。
そ
れ
が
き
っ
か
け

と
な
っ
て
、
友
達
と
な
っ
た
〝
ば
っ
ち
ゃ

ん
〞
を
モ
デ
ル
に
第
一
作
が
出
来
た
の
で

す
。 

　
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
大
き
な
口
を
あ
け

て
『
あ
っ
は
っ
は
…
』
と
笑
う
ん
で
す
よ
。

笑
い
な
が
ら
帰
っ
て
い
く
ん
で
す
。
そ
れ

以
来
、
口
開
け
て
笑
っ
て
い
て
も
い
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
、
と
ね
。
最
初
は
楽
し
く
て

夢
中
で
…
」
。 

　
子
育
て
に
追
わ
れ
、
何
度
か
の
ブ
ラ
ン

ク
を
経
て
２
年
前
か
ら
創
作
活
動
を
再
開

し
ま
し
た
。 

　
「
ふ
る
さ
と
祭
り
と
か
盆
踊
り
、
お
田

植
え
祭
を
見
て
い
る
と
『
こ
ん
な
の
い
い

な
あ
』
と
思
う
ん
で
す
」
。 

　
今
年
の
道
展
で
も
「
鍬
を
持
つ
男
（
ひ

と
）
」
（
高
さ
約
35
㌢
㍍
）
が
入
賞
し
ま

し
た
。
工
芸
部
門
で
２
年
連
続
。
数
年
ぶ

り
の
個
展
開
催
に
向
け
て
弾
み
に
な
り
そ

う
で
す
。 

　
「
鮮
や
か
な
色
を
使
え
な
い
ん
で
す
。

そ
れ
が
モ
デ
ル
さ
ん
と
合
う
か
ら
で
し
ょ

う
か
ね
。
『
顔
が
変
わ
っ
た
ね
』
と
言
わ

れ
る
ん
で
す
。
自
分
の
顔
に
似
て
く
る
ん

で
し
ょ
う
か
」
。 

　
「
よ
っ
こ
ら
し
ょ
！
」
。
〝
じ
っ
ち
ゃ

ん
〞
が
円
柱
の
レ
ン
ガ
の
筒
に
半
身
で
腰

掛
け
て
い
ま
す
。
鍬
を
立
て
掛
け
、
傍
ら

に
は
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
手
作
り
の
風
呂
敷
包

み
の
弁
当
が
―
。
「
さ
て
、
さ
て
…
、
も

う
ひ
と
働
き
す
る
か
い
」。
そ
れ
と
も「
今

年
の
稲
は
良
い
出
来
秋
じ
ゃ
あ
…
」
と
満

足
げ
に
一
人
ご
と
（
？
）
。 

　
昨
年
の
第
81
回
道
展
一
般
入
賞
作
品 

「
秋
・
爺
」
（
工
芸
部
門
、
30
㌢
㍍
×
24

㌢
㍍
×
32
㌢
㍍
）
。 

　
水
彩
タ
ッ
チ
の
淡
い
色
使
い
の
じ
い
さ

ま
が
今
に
も
身
を
乗
り
出
し
て
き
そ
う
で

す
。 

　
〝
ば
っ
ち
ゃ
ん
〞
が
麦
わ
ら
帽
子
を
お

腹
に
抱
え
て
大
口
を
開
け
て
笑
っ
て
い
る

作
品
も
。
野
良
作
業
の
帰
り
道
で
し
ょ
う

か
。
人
々
が
、
や
さ
し
い
幸
せ
な
時
間
に

包
み
こ
ま
れ
て
い
る
よ
う
な
―
。 

　
絣
（
か
す
り
）
の
着
物
に
も
ん
ぺ
姿
の

農
家
の
女
た
ち
、
手
に
鍬
を
持
っ
た
男
た

ち
。
人
々
の
笑
顔
や
農
作
業
の
情
景
。
そ

の
一
コ
マ
、
ひ
と
コ
マ
に
は
、
い
つ
も
太

陽
が
燦
々
（
さ
ん
さ
ん
）
と
照
り
注
い
で

い
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
◇ 

　
平
成
３
年
、
夫
博
信
さ
ん
（
58
）
の
脱

サ
ラ
で
、
一
家
で
茅
ヶ
崎
市
か
ら
引
っ
越

し
て
き
た
年
の
こ
と
。 

　
「
一
番
下
の
子
が
小
学
校
に
入
学
し
た 

今
、生
き
生
き
と 

　
大
口
を
開
け
て
笑
っ
て
い
る

〝
ば
っ
ち
ゃ
ん
〞
、
ダ
イ
コ
ン

を
両
手
に
抱
え
た
前
掛
け
、
長

靴
姿
の
〝
ば
っ
ち
ゃ
ん
〞
―
。

農
作
業
の
中
の
一
コ
マ
や
笑
顔
、

表
情
が
生
き
生
き
と
語
り
か
け

て
く
る
「
宮
竹
ワ
ー
ル
ド
」
。

見
る
ほ
ど
に
、
封
じ
込
め
ら
れ

た
幸
せ
な
時
間
が
息
づ
い
て
い

ま
す
。
一
体
の
主
人
公
が
語
り

か
け
て
く
る
の
は
生
き
る
こ
と
、

そ
れ
と
も
豊
か
な
食
へ
の
感
謝

と
礼
賛
（
？
）
。
あ
る
い
は
駆

け
抜
け
て
い
っ
た
戦
後
・
昭
和

の
時
代
の
幸
せ
な
記
憶
の
断
片

で
し
ょ
う
か
。
仕
舞
い
こ
ん
だ

大
切
な
郷
愁
が
揺
り
起
こ
さ
れ

る
よ
う
に
、
眠
っ
て
い
た
心
の

琴
線
に
語
り
か
け
て
く
る
懐
か

し
さ
。
そ
れ
は
田
園
に
暮
ら
す

女
性
が
つ
む
ぎ
出
し
た
生
へ
の

賛
歌
。 

宮竹　眞澄さん　人形作家／2西区　a82－3759 
【プロフィール】大分県宇佐市出身。58歳。県立四日市高校卒。中村料理学院専門学校（福岡市、現中村調理製菓専門学校）調理師養成科卒。沖電気工業㈱入社。
調理師として３年間社員寮の給食を担当。その後結婚退社し２児の出産・育児後、1980（昭和55）年、神奈川県藤沢市在住時に独学で石粉粘土の人形制作を開
始。翌年、同市内の江ノ電デパートで早くも第１回展示即売会。1991（平成３）年、一家で東川町に移住。その年から11年間、道人形作家協会主催の北海道人形
道展に出展して７回入選。3年間の創作活動中断を経て再開後の平成13年、第17回展で北方圏センター会長賞。昨年の第18回展で道教育長賞。同年、北海道美
術協会主催の道展第81回展工芸部門で入選など入選多数。 

みやたけ　ますみ 

キトウシ物産センターに展示中 
の作品 

道の駅ではショーケースの中に 
展示中 

「立ち話」（H9̃10年ごろの作品、キトウシ物産センター） 

日
な
た
ぼ
っ
こ
を
し
て
い
る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
最
新
作
色
付
け 

人
形
作
家
　

宮
竹
　
眞
澄
（
み
や
た
け
　
ま
す
み
）
さ
ん 
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今
年
は
来
年
か
ら
始
ま
る
町
づ
く
り
計

画
の
策
定
年
度
だ
。
今
、
町
づ
く
り
策
定

委
員
会
で
熱
心
な
議
論
が
な
さ
れ
、
答
申

を
い
た
だ
く
。
十
月
下
旬
に
は
町
づ
く
り

ト
ー
ク
を
各
地
区
で
開
催
し
直
接
的
に
、

ま
た
計
画
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
役
場
で

公
表
し
て
意
見
を
求
め
る
。 

　
住
民
の
声
を
基
本
と
し
て
計
画
を
樹
立

し
、
執
行
す
る
の
は
論
を
待
た
な
い
。
議

会
か
ら
も
住
民
の
声
が
聞
き
足
り
な
い
、

も
っ
と
聞
き
な
さ
い
、
と
の
ご
指
摘
が
あ

る
。
住
民
の
声
を
「
こ
こ
ま
で
聞
い
た
か

ら
良
い
」
と
い
う
限
度
は
な
い
。 

　
住
民
の
声
は
、
町
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
は
じ
め
多
様
な
方
法
に
よ
っ
て
届

け
ら
れ
る
。
地
区
の
住
民
活
動
の
中
か
ら
、

議
会
議
員
活
動
、
町
長
や
副
町
長
及
び
職

員
の
日
常
職
務
、
広
報
に
よ
る
町
長
へ
の

手
紙
等
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
。 

　
町
長
へ
の
手
紙
に
は
必
ず
目
を
通
し
、

匿
名
以
外
は
直
接
提
言
を
い
た
だ
い
た
方

々
に
必
ず
返
事
を
出
し
て
い
る
。
今
ま
で

も
数
多
く
の
ご
提
言
を
い
た
だ
き
、
改
善

で
き
る
も
の
に
は
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

き
た
。 

　
日
ご
ろ
気
づ
か
な
い
と
こ
ろ
で
も
、
手

紙
に
よ
っ
て
「
あ
あ
、
そ
う
だ
っ
た
か
」 

       

と
教
え
ら
れ
る
。
ま
た
町
づ
く
り
ト
ー
ク

を
通
じ
て
も
ご
意
見
を
聞
い
て
い
る
が
、

人
数
の
多
寡
に
よ
る
評
価
で
は
な
く
、
ご

提
言
い
た
だ
い
た
人
の
声
は
で
き
る
限
り

尊
重
し
て
き
て
い
る
。 

　
議
決
機
関
と
し
て
の
議
員
活
動
に
し
て

も
、
執
行
機
関
と
し
て
の
町
長
活
動
に
し

て
も
、
多
く
の
住
民
の
声
を
聞
く
こ
と
は

難
し
い
こ
と
で
あ
る
。
だ
か
ら
選
挙
に
よ

る
議
員
と
町
長
が
存
在
す
る
の
で
あ
ろ
う
。 

　
人
口
７
７
０
０
人
程
度
の
町
で
あ
る
。

小
さ
な
町
の
最
高
の
良
さ
は
、
住
民
の
顔

と
行
政
の
顔
が
お
互
い
に
よ
く
見
え
る
こ

と
で
あ
る
。
多
く
の
住
民
の
方
々
に
転
入
、

定
住
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
顔
を
合

わ
せ
た
こ
と
が
な
い
人
が
増
え
て
い
る
。

ど
な
た
と
も
気
軽
に
お
話
が
で
き
る
体
制

づ
く
り
が
重
要
だ
。 

　
町
長
室
や
副
町
長
室
は
、
住
民
と
の
語

ら
い
の
場
、
住
民
の
部
屋
だ
と
思
っ
て
、

気
軽
に
「
ヤ
ァ
ー
」
と
声
を
掛
け
て
来
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
町
長
室

な
ど
へ
は
「
入
り
づ
ら
い
」
と
言
う
声
が

あ
る
が
、
入
っ
た
人
か
ら
は
「
ま
た
来
る

よ
！
」
と
言
っ
て
い
た
だ
く
。
町
長
室
、

副
町
長
室
は
、
住
民
に
開
か
れ
た
場
な
の

だ
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

短
歌 

む
し
暑
き
に
堪
へ
難
き
日
よ
外
見
れ
ば
コ
ス
モ
ス
そ
よ
ぎ
陽
を
受
け
て
を
り 

年
ご
と
に
集
ふ
ク
ラ
ス
会
減
り
ゆ
き
て
並
び
し
笑
顔
の
し
わ
に
乾
杯 

肩
の
辺
の
冷
え
に
気
付
き
て
目
覚
む
れ
ば
網
戸
を
こ
え
て
蟋
蟀
の
声 

青
空
を
す
い
す
い
お
よ
ぐ
赤
と
ん
ぼ
羽
根
を
休
め
る
仕
草
も
か
わ
ゆ 

傘
寿
と
ぞ
老
い
を
知
ら
さ
れ
か
み
し
む
る
己
れ
を
励
ま
し
あ
ゆ
み
て
ゆ
か
な 

昨
日
と
は
ち
が
う
彩
あ
り
峰
つ
づ
き
秋
の
深
み
に
木
の
子
さ
が
せ
り 

影
な
が
く
暑
さ
寒
さ
の
彼
岸
会
よ
虫
の
声
聞
き
し
ば
し
癒
さ
れ 

曾
孫
の
学
芸
会
を
見
る
た
め
と
吾
は
体
調
整
え
て
待
つ 

希
少
な
る
雀
数
羽
が
も
つ
れ
い
る
田
波
は
既
に
黄
金
色
な
り 

ひ
さ
び
さ
の
皆
既
月
蝕
な
が
め
つ
つ
美
し
き
色
が
不
気
味
に
お
も
え
る 

戦
中
の
青
春
語
り
喜
寿
の
級
友
秋
の
夜
短
し
湯
け
む
り
の
宿 

ひ
と
り
来
て
ビ
ル
の
谷
間
に
吹
か
れ
を
り
風
よ
り
他
に
聞
く
も
の
は
な
く 

み
ほ
と
け
を
右
側
に
見
て
過
ぎ
に
け
り
明
日
は
左
側
見
て
通
り
行
く 

群
が
り
て
よ
り
来
る
鯉
の
大
き
口
我
を
呑
ま
ん
か
幽
玄
の
池 

 

俳
句 

爽
籟
や
日
々
恙
な
く
男
の
背 

花
カ
ン
ナ
炎
と
な
り
て
暮
れ
残
る 

秋
風
の
ユ
ト
リ
ロ
の
絵
に
白
を
知
る 

爽
籟
や
庭
に
さ
そ
わ
れ
お
茶
タ
イ
ム 

白
百
合
や
身
を
反
ら
し
夜
を
招
き
入
れ 

山
小
径
ゆ
く
人
も
小
さ
き
秋
の
風 

手
に
肩
に
手
伝
い
た
が
る
秋
あ
か
ね 

黙
し
立
つ
宗
谷
岬
に
秋
の
風 

抱
け
る
子
の
指
さ
す
彼
方
秋
の
色 

秋
の
風
日
日
う
す
く
な
る
女
の
血 

倒
れ
て
も
コ
ス
モ
ス
空
を
諦
め
ず 

 

松
倉
　
和
子 

那
須
　
喜
美 

瓜
生
　
昭
枝 

岩
田
　
ふ
じ
え 

永
江
　
栄
子 

笹
田
　
冨
士
子 

中
田
　
治
子 

岡
澤
　
チ
ズ
子 

矢
沢
　
ま
す
え 

清
水
　
チ
ヨ 

嶋
崎
　
ミ
エ 

宮
坂
　
敬
子 

井
山
　
一
文 

尾
池
　
真
沙
子 

  

青
野
　
公
花 

宮
坂
　
紫
雲 

秋
山
　
深
雪 

杉
山
ひ
ろ
の
り 

徳
光
　
吐
苦 

杉
山
　
り
つ 

山
口
　
佐
知
子 

石
澤
　
清
宏 

澤
田
　
久
美
子 

松
山
　
蓉
子 

小
林
　
露
葉 

飲
水
思
源
 

い
ん
す
い
し
げ
ん
 

町
長
 

松
岡

市
郎
 

貸し出し期間は、図書は1人5冊まで14日間、ビデオは1人2本まで4日間です。返却期間を守りましょう（夜間返却窓口もご利用ください）。 貸し出し期間は、図書は1人5冊まで14日間、ビデオは1人2本まで4日間です。返却期間を守りましょう（夜間返却窓口もご利用ください）。 
文化交流館　新刊図書・ビデオ 案内 文化交流館　新刊図書・ビデオ 案内 

不都合な真実 
（ドキュメント・DVD） 
パラマウント ホーム エンタテイ
ンメント ジャパン 
アル・ゴア元副大統領が地球と人類
の未来を予見する驚愕のドキュメン
タリー。社会通念や誤った認識に警
鐘を鳴らし、地球温暖化が現実問題

であることをしらしめるメッセージ。地球を守るためにすぐ行
動をおこさねばならない。その解決策とは・・・。（96分） 

ぶたぬきくん　ナース
になっちゃった（絵本） 
作：斎藤洋／絵：森田みち
よ／刊：佼成出版社 
“だれか、びょうにんはいま
せんかーっ！”さけんでいる

のはぶたぬきくん。ぶたぬきくんはばけることができるのです。
ただし、かおはぶたのまま。おいしゃさんになった、たぬきさ
んとナースになったぶたぬきくん、さてどんなちりょうをして
くれるのかな？ 

黄金の羅針盤 
（一般書） 
著：フィリップ・プルマン／刊：新潮社 
両親を事故で亡くした少女ライラは、
守護精霊の"ダイモン"という動物と大
学寮で暮らしている。ある日、親友
が何者かに誘拐される事件が起き、
ライラは学寮長に授けられた黄金の

羅針盤を手に自ら捜索に乗り出すが･･･。2008年に公開される
映画｢ライラの冒険｣の原作書。 

住
民
の
声
と
、開
か
れ
た
町
長
、副
町
長
室
へ 

             

ほ
む
ら 

そ
う
ら
い 

そ 
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な
ど
の
球
技
も
、
実
は
向
き
ま
せ
ん
。 

　
大
き
く
深
呼
吸
を
し
な
が
ら
の
歩
行
、

ハ
イ
キ
ン
グ
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
が
適
し

て
い
ま
す
。
膝
の
悪
い
方
は
水
中
歩
行

や
ラ
ジ
オ
体
操
、
マ
ッ
ト
体
操
で
も
よ

い
で
し
ょ
う
。
ち
ょ
っ
と
洒
落
た
方
は
、

社
交
ダ
ン
ス
、
体
力
に
自
信
の
あ
る
方

は
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
な
ど
も
よ
い
で
す
ね
。 

　
『
き
つ
い
・
し
ん
ど
い
』
と
感
じ
な

い
程
度
。
息
切
れ
せ
ず
、
軽
く
汗
ば
む

く
ら
い
の
運
動
が
好
ま
し
い
と
さ
れ
て

い
ま
す
。 

　
目
安
・
目
標
が
な
い
ま
ま
続
け
る
の

は
大
変
で
す
。
１
回
30
〜
60
分
（
ご
高

齢
の
方
は
20
〜
30
分
間
で
も
結
構
で
す
）、

週
３
回
以
上
が
目
安
で
す
。 

　
『
さ
あ
、
運
動
す
る
ぞ
』
と
気
張
ら

ず
に
『
ち
ょ
っ
と
歩
い
て
買
い
物
へ
、

用
足
し
へ
』
と
、
日
常
生
活
の
中
に
取

り
入
れ
ま
し
ょ
う
。
そ
の
際
、
万
歩
計

を
つ
け
１
日
の
運
動
量
を
記
録
す
る
。

目
標
体
重
を
決
め
る
。
日
々
の
体
重
の

変
化
な
ど
を
記
録
す
る
。
目
標
ま
で
時

間
を
か
け
て
も
よ
い
の
で
す
。
ゆ
っ
く

り
減
量
し
ま
し
ょ
う
。
パ
ー
ト
ナ
ー
と

一
緒
に
、
と
い
う
の
も
運
動
療
法
を
長

続
き
さ
せ
る
コ
ツ
で
す
。 

　
さ
あ
、
皆
さ
ん
も
、
心
機
一
転
。
目

標
を
持
ち
、
運
動
不
足
改
善
に
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
。
次
回
は
、
食
事
療
法
に

つ
い
て
話
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。 

 

（
町
立
診
療
所
副
所
長
　
中
田
宏
志
医
師
） 

        

　
今
回
か
ら
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群

の
予
防
と
対
策
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま

し
ょ
う
。 

　
日
本
人
の
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
の

現
状
は
？
　
な
ん
と
40
〜
70
歳
の
男
性

で
は
２
人
に
１
人
、
女
性
で
は
５
人
に

１
人
が
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
、
ま
た

は
そ
の
予
備
軍
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
そ
の
原
因
は
前
回
お
話
し
し
た
と
お

り
、
日
本
人
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変

化
に
よ
る
肥
満
の
増
加
に
あ
り
ま
す
。

従
っ
て
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
の
予
防

は
、
肥
満
の
改
善
か
ら
始
ま
り
ま
す
。 

　
ま
ず
第
一
に
、
適
度
な
運
動
。
そ
し

て
食
事
内
容
の
見
直
し
で
す
。 

　
で
は
、
具
体
的
に
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。
内
臓
脂
肪
は
、
蓄
積
し
や
す
い
が
、

そ
の
半
面
、
運
動
な
ど
に
よ
り
燃
焼
し

や
す
い
性
質
が
あ
り
ま
す
。
日
々
の
適

度
な
運
動
で
、
効
果
的
に
減
ら
す
こ
と

が
可
能
で
す
。 

　
運
動
は
、
善
玉
の
ア
デ
ィ
ポ
ネ
ク
チ

ン
も
増
や
し
ま
す
。
そ
の
結
果
、
脂
質

代
謝
・
糖
代
謝
が
改
善
。
さ
ら
に
血
圧

も
下
が
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。
ス

ト
レ
ス
の
解
消
に
も
役
立
ち
ま
す
ね
。 

　
運
動
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
有
酸
素
運
動

で
す
。
歯
を
食
い
し
ば
っ
た
激
し
い
も

の
は
避
け
ま
し
ょ
う
。
テ
ニ
ス
や
野
球 

貸し出し期間は、図書は1人5冊まで14日間、ビデオは1人2本まで4日間です。返却期間を守りましょう（夜間返却窓口もご利用ください）。 
文化交流館　新刊図書・ビデオ 案内 

だいせつざんのすがお 

　山岳ガイド、旭岳ビジターセンター、自然解説員などで活
躍する人たちをリレーしています。高山植物、紅葉、雪、動
物など「自然の大博物館」といわれる大雪山の素顔が見えて
きます。 

“Looks like a Christmas card！” 
「クリスマスカードみたい！」 
 
　天気の良い日の旭岳は、純白の女王様などと褒
め立てあげられるものだから、シャイな彼女は顔
をピンクに染めて微笑んでいます。 
 盤の沢の森林限界に生えているダテカンバは、
列をなして、まるで筋骨隆々な重量挙げ選手団が
腕を空高く突き上げて旭岳を持ち上げているよう
です。 
 
　11月の温泉街は活気に満ち溢れています。ラグ
ビーは長野県の菅平、クロスカントリースキーは
旭岳温泉と言われています。 
 毎日毎日、数百人の若者たちが雪の中でトレー
ニングに励んでいます。その中からオリンピック
やワールドカップでメダルを挙げた選手たちがい
ます。 
 荻原健司、阿部雅司、河野孝典、三ヶ方礼一と
いう選手たち。世界の桧舞台で活躍したランナー、
佐々木一成、今井博、青木冨美子ら。さらに今も
トップランナーと肩を並べている恩田祐一、夏見
円、福田修子、石田正子の各選手。数え上げたら
きりがないほどです。 
雪は東川町の宝物なのです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「雪は宝物」 
 
　あんなに華やいでいた木々も色あせて、モノト
ーンの世界になったかな、と思うのもわずか…。 
怪しい雲が沸き起こり、もう夜かと思わせるほど
に辺りが暗くなって、突然バラバラと霰（あられ）
が落ち出し、さらに勢いが強まって髪の毛に刺さ
り込み、首をすくめて家に逃げ帰ります。冬への
序章の始まりです。 
　一夜明けると外は銀世界。北西の風に運ばれて
止めどもなく雪は舞い、ユコマンベツの山はタン
ネの森に変身していきます。アカエゾマツ、トド
マツ、クロエゾマツの濃い緑の枝には白い綿帽子
―メルヘン！ 
 
　宿を訪ねてくる外人さんがよく言う言葉があり
ます。 

こ
わ
〜
い
〝
メ
タ
ボ
〞 
の
正
体
と
防
ぎ
方
⑥ 

文：ヌタプカウシペ店主　春菜　秀則 

大雪山の素顔 
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英語指導助手/アシュリー・ペトゥルッチ 

            

　
今
回
は
映
画
を
楽
し
み
な
が

ら
英
語
も
身
に
付
く
、
と
い
う

方
法
の
お
話
で
す
。 

　
今
は
人
気
映
画
の
完
全
シ
ナ

リ
オ
本
が
書
店
や
ネ
ッ
ト
で
簡

単
に
手
に
入
り
ま
す
。
ス
ク
リ

ー
ン
プ
レ
ー
シ
リ
ー
ズ
と
い
い

ま
す
。 

　
初
級
・
中
級
・
上
級
・
最
上

級
と
レ
ベ
ル
分
け
し
て
あ
り
、

日
本
語
訳
付
き
で
す
。
Ｃ
Ｄ
も

あ
り
、
こ
れ
な
ら
何
度
で
も
聴

け
ま
す
。 

　
手
順
は
こ
う
で
す
。
①
好
き

な
映
画
を
選
び
ま
す
（
初
級
で

は
「
バ
ッ
ク
・
ト
ゥ
・
ザ
・
フ

ュ
ー
チ
ャ
ー
」、中
級
で
は
「
ミ

セ
ス
・
ダ
ウ
ト
」
が
お
ス
ス
メ

で
す
）
②
気
に
な
る
セ
リ
フ
を

シ
ナ
リ
オ
で
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す

③
こ
れ
を
音
読
し
ま
す
④
シ
ー

ン
に
合
わ
せ
て
シ
ャ
ド
ウ
ィ
ン

グ
し
ま
す
（
影
の
よ
う
に
ピ
タ

リ
と
後
か
ら
発
音
す
る
訓
練
方 

法
）
―
。 

　
最
終
目
標
は
俳
優
と
同
時
に

言
い
終
わ
れ
る
ま
で
ス
ピ
ー
ド

を
上
げ
る
こ
と
で
す
。
一
本
全

部
や
る
必
要
は
な
い
で
し
ょ
う
。

い
く
つ
か
で
も
徹
底
的
に
や
れ

ば
耳
が
鍛
え
ら
れ
て
、
他
の
聞

き
取
り
も
ぐ
っ
と
伸
び
ま
す
。 

　
そ
こ
ま
で
は
ち
ょ
っ
と
…
、

と
い
う
人
に
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
あ
り

ま
す
。
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ら
、
好
き
な

映
画
を
日
本
語
で
楽
し
ん
だ
後
、

英
語
字
幕
に
切
り
替
え
て
、
一

時
停
止
し
て
書
き
写
す
な
ど
自

由
自
在
で
す
。
さ
ら
に
経
済
的

な
の
が
中
古
ビ
デ
オ
で
す
。
シ

ナ
リ
オ
が
な
か
っ
た
こ
ろ
は
、

ひ
た
す
ら
ビ
デ
オ
を
見
て
メ
モ

を
取
り
ま
し
た
。 

　
当
時
は
高
価
で
し
た
が
、
今

で
は
１
０
０
円
か
ら
あ
り
ま
す
。

メ
リ
ッ
ト
は
聞
き
取
り
だ
け
に

と
ど
ま
り
ま
せ
ん
。
言
葉
は
文

化
で
す
か
ら
、
映
画
な
ら
他
に

も
い
ろ
ん
な
こ
と
が
心
と
体
に

染
み
込
み
ま
す
。 

　
英
語
に
は
元
気
の
出
る
表
現

が
多
い
で
す
。
気
に
い
っ
た
セ

リ
フ
は
ノ
ー
ト
に
書
き
溜
め
ま

し
ょ
う
。
時
々
取
り
出
し
て
俳

優
に
な
り
き
っ
て
口
に
す
る
と

力
が
湧
い
て
き
ま
す
。 

　
楽
し
ん
で
さ
ら
に
英
語
力
も

伸
び
る
映
画
―
秋
の
夜
長
に
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。 

英語学習指導員　宮地晶子の 

エイゴのマナビカタ 

第43回 

映画で英語　英語で映画 

【ちょっと豆知識】 
　クリスマスといえば、欧米では家族や親戚が集まる大切な日。映画ではローストターキーを作ったり、食べるシーンが非常に多いです。 
　このターキーのお腹には、ハーブやパン粉など詰め物をします。この詰め物をスタッフィング（stuffing）といいます。人を意味するスタッ
フ（staff）とは違い、このスタッフには詰まったという意味があります。 
　スタッフト・キャベッジと言えば「肉詰めキャベツ」、スタッフト・アニマルズは「ぬいぐるみ」、スタッフト・ノーズは？　これは「鼻詰ま
り」ということになります。 

ペチャクチャ 
カナダ人 
ペチャクチャ 
カナダ人 

“Holiday Food in Canada: Christmas”

  While Christmas time involves religious celebrations and gift-giving, 
one of the most important aspects is the food. 
  Many families enjoy a large meal, either on December 24th, 
(Christmas Eve) or December 25th (Christmas Day). For many 
families, a traditional Christmas meal consists of roast turkey/chicken 
with cranberry sauce or ham, potatoes (mashed or roasted), 
vegetables, and pie for dessert. However, the cultural diversity across 
Canada means that the "traditional" meal varies. For example, my 
close friend, who is of Polish descent, has their big meal on the 
24th, which consists of fish (no meat), red borscht (beet soup), 
and perogies (dumplings filled with cabbage).  
  However, since my cultural background is Italian, my family's 
Christmas meal consists of ravioli - a meat filled pasta. Every 
year, my father and I make the ravioli, while my mother 
makes the accompanying tomato sauce. 
  While I would love to share the ravioli recipe with you, I'm 
afraid I cannot. It is a family secret you see! However, my 
mother was more than happy to share her roast chicken 
and mashed potato recipes. I hope you enjoy!

「カナダの祝日の食事：クリスマス編」 
 
　クリスマスといえば、宗教的なお祝いと贈り物ですが、
外せないのがごちそうです。 
　多くの家庭ではクリスマスイブ（12月24日）かクリス
マス（25日）に盛大に食事を楽しみます。伝統的には、ロ
ーストターキー（七面鳥）かチキンのクランベリーソース
添え、またはハム、そしてマッシュド・ポテトかロースト
・ポテト、野菜とデザートのパイです。とはいえ、文化的に
多様な国なので「伝統的」と一口にはくくれないものがあり
ます。例えば、私の親友はポーランド系で、肉ではなく魚とボ
ルシチ（赤いビーツのスープ）、そしてピローギ（キャベツ入
りの団子）をイブに食べます。 
　わが家はイタリア系なので、ごちそうと言えばラビオリ（肉詰
めパスタ）です。毎年父と二人でラビオリを作り、母がそれにト
マトソースを作ります。 
　この作り方をお教えしたいのはやまやまですが、こればかりは門
外不出の秘伝です。 
そこで今回は、母がローストチキンとマッシュド・ポテトの作り方を
喜んで皆さんにお伝えします。どうぞお試しあれ。（作り方は「おい
しい手料理」のコーナーを参照） 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（訳：宮地晶子） 
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の
選
挙
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。 

　
五
百
二
十
万
円
…
北
京
五
輪
（
二
〇

〇
八
年
‥
平
20
）
の
開
会
式
Ａ
席
一
枚

が
約
五
百
二
十
万
円
（
定
価
七
万
六
千

円
の
約
六
十
八
倍
強
）
と
は
「
山
椒
の

木
」
で
あ
る
。 

　
こ
の
新
聞
の
報
に
よ
れ
ば
、
開
会
式

は
二
万
六
千
枚
の
販
売
数
に
約
五
十
万

枚
の
応
募
と
い
う
正
に
プ
ラ
チ
ナ
ペ
ー

パ
ー
で
あ
り
、
最
高
額
の
開
会
式
Ａ
席

五
千
元
（
約
七
万
六
千
円
）
に
対
し
て

最
低
額
は
野
球
Ｂ
席
な
ど
の
三
十
元 

（
約
四
百
六
十
円
）
だ
か
ら
、
こ
れ
は

雲
泥
の
差
・
月
と
ス
ッ
ポ
ン
で
あ
る
。 

　
因
み
に
、
「
山
椒
は
小
粒
で
も
ぴ
り

り
と
辛
い
」
と
い
わ
れ
、
姿
形
は
小
さ

く
て
も
気
性
が
強
く
、
能
力
も
高
く
て

あ
な
ど
り
が
た
い
し
、
劣
っ
た
り
負
け

た
り
は
し
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
す

る
が
、
一
枚
の
紙
が
「
白
金
」
の
価
値

を
持
つ
と
い
う
の
だ
か
ら
、
中
国
富
裕

層
拡
大
の
表
れ
か
と
も
…
。 

　
と
も
あ
れ
、
び
っ
く
り
仰
天
・
青
天

の
霹
靂
（
激
し
い
雷
鳴
）
・
驚
天
動
地

に
で
く
わ
す
よ
う
な
こ
と
の
無
い
町
の

風
の
吹
き
回
し
や
如
何
？
で
あ
ろ
う
か
。 

  

　
　
　
　
　
前
中
央
分
館
長 

　

　

 

尾

池

　

男

 

      

　
故
事
・
俗
信
な
ど
の
諺
を
集
め
た
大

字
典
・
辞
書
・
物
語
な
ど
で
は
、
「
こ

れ
は
驚
い
た
、
び
っ
く
り
し
た
」
と
い

う
こ
と
の
洒
落
言
葉
が
「
お
ど
ろ
き
」

の
き
の
語
呂
合
わ
せ
で
あ
る
と
い
う
。 

　
一
円
…
驚
き
で
あ
る
。
誰
も
拾
わ
な

い
の
で
あ
る
。
見
て
見
ぬ
振
り
、
知
っ

て
い
て
知
ら
な
い
風
、
正
に
知
ら
ん
顔

な
の
で
あ
る
か
ら
本
当
に
が
っ
か
り
し

な
が
ら
、
「
あ
っ
、
一
円
」
と
言
い
な

が
ら
拾
っ
て
帰
っ
て
蛇
口
を
ひ
ね
っ
て

洗
っ
て
乾
か
し
て
小
銭
入
に
仕
舞
っ
て

落
ち
着
く
の
で
あ
る
。 

　
ス
ー
パ
ー
で
、
コ
ン
ビ
ニ
で
、
そ
し

て
バ
ス
停
で
、
将
又
バ
ス
の
中
で
一
円

が
寂
し
そ
う
に
、
ポ
ツ
ン
と
独
り
ぼ
っ

ち
の
一
円
が
落
ち
て
い
て
も
踏
ん
づ
け

て
も
拾
わ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
驚
き
で

あ
る
。 

　
「
一
銭
を
笑
う
者
は
一
銭
に
泣
く
」

と
い
う
の
は
「
一
円
を
笑
う
者
は
一
円

に
泣
く
」
と
現
在
に
直
結
す
る
が
、
小

雨
の
夕
暮
れ
に
一
円
玉
が
鈍
く
光
っ
て

い
た
道
草
館
の
前
で
「
た
か
が
一
円
、 

驚
き
・
桃
の
木
・
山
椒
の
木 
町の風 

雑
記
抄 

「
労
働
党
の
エ
ー
ス
・
キ
ー
マ
ン
・
広

告
塔
」
で
、
選
挙
権
・
被
選
挙
権
を
二

十
一
歳
か
ら
十
八
歳
に
引
き
下
げ
た
英

国
な
ら
で
は
の
快
挙
と
も
い
う
べ
き
こ

と
で
あ
ろ
う
か
。 

　
同
じ
記
事
の
中
で
今
年
五
月
の
地
方

選
で
は
、
す
で
に
十
八
歳
の
男
子
高
校

生
が
地
方
議
員
に
当
選
し
た
と
の
こ
と
、

ベ
テ
ラ
ン
議
員
も
高
枕
と
は
い
か
な
い

英
国
の
政
情
を
物
語
っ
て
い
る
よ
う
で

も
あ
る
。「
若
者
・
余
所
者
・

旅
の
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

し
た
町
づ
く
り
こ
そ
、

本
物
の
町
づ
く
り
」

と
説
い
た
木
村
尚

三
郎
東
大
名
誉
教

授
（
一
九
九
二
年

現
在
）
に
よ
る
ま

で
も
な
く
、
若
人
の

政
治
的
な
関
心
・
関

与
そ
し
て
関
知
が
ベ
ー

ス
と
な
る
こ
と
は
確
か
で
あ

る
。 

　
と
こ
ろ
で
、「
桃
栗
三
年
、
柿
八
年
」

と
い
う
の
は
、
芽
生
え
て
か
ら
実
を
結

ぶ
ま
で
に
、
桃
と
栗
は
三
年
、
柿
は
八

年
か
か
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
何
事

に
も
時
期
が
来
な
く
て
は
な
ら
な
い
し
、

ど
ん
な
も
の
に
も
そ
れ
相
応
の
年
数
が

あ
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
だ
が
、
英
国 

      

さ
れ
ど
一
円
…
。
」
と
。 

　
十
八
歳
…
英
国
の
与
党
、
労
働
党
は

十
月
四
日
で
よ
う
や
く
下
院
議
員
の
立

候
補
資
格
を
得
る
十
八
歳
の
女
子
高
校

生
エ
ミ
リ
ー
・
ベ
ン
さ
ん
を

次
期
総
選
挙
立
候
補
者

に
抜
て
き
し
た
と
の

新
聞
報
道
は
「
桃

の
木
」
で
あ
っ
た
。

エ
ミ
リ
ー
さ
ん

は
四
代
に
わ
た

り
国
会
議
員
を
輩

出
す
る
政
治
家
の

家
系
に
生
ま
れ
た
い

わ
ば
エ
リ
ー
ト
で
あ
る

が
、日
本
と
違
っ
て「
地
盤

の
継
承
」
は
無
い
け
れ
ど
も
、
履

歴
書
を
送
っ
て
選
考
さ
れ
、
候
補
者
の

座
を
勝
ち
取
っ
た
と
い
う
か
ら
驚
き
で

あ
る
。 

　
出
馬
の
地
区
は
過
去
三
回
も
保
守
党

に
大
差
で
敗
れ
た
労
働
党
が
、
「
正
に

新
進
気
鋭
の
若
き
ホ
ー
プ
」
の
十
八
歳

を
出
馬
さ
せ
る
の
だ
か
ら
、
こ
れ
こ
そ 

      

　
　
　
　
　
　
　
　  

こ
と
わ
ざ 

               

し
ゃ
れ 

　
　
　
　 

ろ 
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せ
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よ
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　く
り

　
　
　
か
き 

  

              

　
　
ち
な 

        

　
　
へ
き

れ
き 

 

し
ょ 
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大雪地区広域連合からのお知らせ 

公費：5割（国4/6、道1/6、市町村1/6） 
国保・被用者保険からの支援金：4割、保険料：1割 

お問い合わせ 
○大雪地区広域連合事務局国保老健係（東川町保健福祉センター） 
　a82-2111（内線562・563）Fax82-3618 
○保健福祉課保険年金係a82-2111（内線123）Fax82-3644 
○北海道後期高齢者医療広域連合事務局（札幌市中央区南2条西14丁目、国保会館内） 
　a011-290-5601　Fax011-210-5022 
　E-Mail : webmaster@iryokouiki-hokkaido.jp　／　URL : http://iryokouiki-hokkaido.jp

お年寄りの医療制度が変わります 
　国の医療制度改革により、高齢者の独立した医療制度として、平成20年4月から新たに「後期高齢
者医療制度」が始まります。現行の「老人保健制度」との違いについてご説明します。 

○75歳以上の高齢者は、各医療保険制度の加入者であ 
　っても、医療の給付については、医療保険制度から
　切り離され、老人保健制度（大雪地区広域連合が運
　営者）において行われる 
○老人保健制度は、国保・被用者保険からの拠出金と
　公費を財源として運営 

○75歳以上の高齢者を対象とし、新たに独立した「後
　期高齢者医療制度」を創設する 
○運営については、保険料徴収は市町村が行い、財政運
　営は道単位で全市町村が加入する「北海道後期高齢者
　広域連合」が行う 

＜現行（老人保健法）＞ ＜高齢者の医療の確保に関する法律＞ 

改  正 

75   
歳  

以  

上 

老人保険制度（大雪地区広域連合） 後期高齢者医療制度（北海道後期高齢者広域連合） 

拠出金（50%） 
（国保・被用者保険） 

支援金（40%） 
（国保・被用者保険） 

公費（50%） 
国：道：市町村 
4/6：1/6：1/6

公費（50%） 
国：道：市町村 
4/6：1/6：1/6

加入者の約8割 約2割 

国  保 
・自営業者 
・農業者 

被用者保険 
・サラリーマンや公務員 

国  保 
・自営業者 
・農業者 

独
　
　
　
立 

被用者保険 
・サラリーマンや公務員 

保
険
料（
10
％
） 

○老人保健制度と後期高齢者医療制度の違い 

老人保健制度 後期高齢者医療制度 

大雪地区広域連合 
（東川町、東神楽町、美瑛町） 

北海道後期高齢者広域連合 
（北海道の全市町村） 

75歳以上 
（一定の障がいのある人は65歳以上） 

同左 

患者負担 1割負担（現役並み所得者は3割負担） 同左 

老人保健での保険料は発生せず、各医療保険制度 
の保険料を負担する。被用者保険加入者の被扶養 
者には保険料がかからない 

全体の医療費の1割を保険料として徴収 
（年金からの徴収、又は納入通知書による納付） 

運営主体 

対象者 

保険料 

財源内訳 
公費：5割（国4/6、道1/6、市町村1/6） 
国保・被用者保険からの拠出金：5割 
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消防 

東川小 

東川中学校 東川高校 

東川 
神社 

グランド Ｂ＆Ｇ 

役
場
 

農
協
 

東
橋
 

西
３
号
 西

４
号
 

西
５
号
 

西
６
号
 

西
２
号
 

羽
衣
公
園
 

忠  
別  
川 

雪堆積場 

西6号河川敷地 

いよいよ雪のシーズンです。 
除排雪にご協力ください 
　今年の町内除排雪計画が次のとおり決まりました。速やかな作業と交通安 
全を図るため、冬期間中のご協力をお願いします。 

【除排雪時の注意事項】 
①長時間の路上駐車はご遠慮ください。 
②屋根の雪や小道の雪を道路に捨てないでください。 
③道路には障害物を置かないでください。 
※雪堆積場は西６号忠別川敷地内に設置しましたの 
　でご利用ください。 
【雪堆積場利用上の注意】 
①雪の搬入場所を指定していますので必ず指定の所 

　へ捨てましょう。 
②雪の中へごみや異物などを混入することのないよ 
　う積み込みに十分注意しましょう（ごみを混入し 
　て投げますと不法投棄として法律で罰せられます） 
③輸送中に道路へ雪を荷台から落とさないようにし 
　ましょう。 
④雪堆積場は下記の略図のとおりです。 

市  街  地 

全  町  図 

平成19年度除排雪運行計画図 

除雪運行基準 
●降雪量が15㌢㍍程度あった 
　時または予想される時。 

●強風により路面に著しく吹 
　き溜まりを生じた時。 

●なお、早朝（深夜）の除雪 
　は、午前３時から午後８時 
　までに行います。 

道道（旭川土木現業所による除雪区間） 

町道の除雪区間 

除雪しない区間 

1
号
 

西
2
号
 

東
2
号
 

東
3
号
 

東
4
号
 

東
5
号
 

東
6
号
 

東
7
号
 

東
8
号
 

東
9
号
 

東
10
号
 

東
11
号
 

西
3
号
 

西
4
号
 

西
5
号
 

西
6
号
 

西
7
号
 

西
8
号
 

西
9
号
 

西
10
号
 

西
11
号
 

西
12
号
 

上記市街地図を参照 

東8号  
優良田園住宅  

至ノナカン 

除雪に関しての 
お問い合わせは 

●町道の除雪区間は東川町役場都市建設課維持係a82－2111 

●道道の除雪区間は旭川土木現業所事業課施設保全室維持係a26－4461
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く

ら

し

・

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

 

 

告
の
時
に
、
国
民
年
金
保
険
料
を
社
会

保
険
料
控
除
と
し
て
申
告
す
る
場
合
、

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
の
添
付
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。 

　
平
成
19
年
分
の
「
社
会
保
険
料
（
国

民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
は
、

社
会
保
険
庁
か
ら
11
月
上
旬
（
ま
た
は

平
成
20
年
２
月
上
旬
）
に
送
付
さ
れ
て

き
ま
す
の
で
、
申
告
に
使
用
さ
れ
る
ま

で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
11
月
送
付
の
証
明
内
容
は
、
本
年
１

月
か
ら
９
月
末
日
ま
で
に
納
付
さ
れ
た

保
険
料
額
と
、
年
内
に
納
付
が
見
込
ま

れ
る
納
付
見
込
額
が
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
10
月
か
ら
年
内
ま
で
に
初

め
て
保
険
料
を
納
付
し
た
方
に
つ
い
て

は
、
翌
年
２
月
上
旬
に
同
様
の
証
明
書

が
送
付
さ
れ
ま
す
。 

　
国
民
年
金
保
険
料
を
被
保
険
者
本
人

以
外
の
世
帯
主
又
は
配
偶
者
が
納
付
し

た
場
合
は
、
納
付
し
た
方
の
所
得
税
等

の
控
除
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
年
末

調
整
等
の
手
続
き
の
際
に
納
付
し
た
方

の
社
会
保
険
料
の
額
と
合
算
し
て
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
に
は
納
付
し

た
国
民
年
金
保
険
料
の
証
明
書
も
申
告

す
る
方
の
申
告
書
に
添
付
等
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。 

　
控
除
証
明
書
が
届
か
な
い
場
合
や
再

発
行
を
希
望
す
る
場
合
は
、
控
除
証
明

書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
０
５
７
０
―
０
０

―
９
９
１
１
）
か
、
旭
川
社
会
保
険
事

務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

　
旭
川
社
会
保
険
事
務
所
は
a
26
―
４

４
８
１
　
保
健
福
祉
課
保
険
年
金
係
は

a
82
―
２
１
１
１
（
内
線
１
２
３
） 

 

在
宅
の
精
神
障
が
い
の
方
に
交
通
費
を

助
成
し
て
い
ま
す 

　
　
　
　
　
　
　
　
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係 

　
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付

を
受
け
て
い
る
方
で
、
公
共
交
通
機
関

を
利
用
し
て
旭
川
市
内
や
近
郊
町
村
の

精
神
障
害
者
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

な
ど
に
通
う
場
合
、
交
通
費
の
一
部
を

助
成
し
て
い
ま
す
。 

　
金
額
は
、
交
通
費
負
担
月
額
の
２
分

の
１
以
内
の
額
を
限
度
と
し
ま
す
。
助

成
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は

保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係
a
82
―
２
１

１
１
（
内
線
５
０
１
）
ま
で
。 

 

「
栄
養
教
室
」
で
健
康
回
復 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
健
福
祉
課 

　
身
近
な
材
料
を
使
っ
て
、
調
理
実
習

を
行
い
ま
す
。
「
自
分
の
健
康
は
自
分

で
守
る
」
を
柱
に
健
康
の
大
切
さ
を
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。 

　
「
お
い
し
い
」
と
い
っ
て
食
べ
過
ぎ

て
い
ま
せ
ん
か
？
　
「
運
動
不
足
な
ん

だ
け
れ
ど
…
」
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か

？
　
生
活
習
慣
病
が
年
々
増
加
し
て
い

ま
す
。
バ
ラ
ン
ス
・
味
付
け
な
ど
を
自

分
の
舌
で
感
じ
な
が
ら
、
健
康
を
維
持

で
き
る
食
事
や
食
生
活
の
見
直
し
を
考

え
ま
し
ょ
う
（
栄
養
教
室
は
希
望
す
る

方
の
み
食
生
活
改
善
推
進
員
と
な
る
単 

小
集
落
内
道
路
の
除
雪
支
援
交
付
金
を

ご
活
用
く
だ
さ
い 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
都
市
建
設
課
管
理
係 

　
町
は
冬
期
間
の
除
雪
費
用
負
担
軽
減

の
た
め
交
付
金
制
度
を
定
め
て
い
ま
す
。

町
の
除
雪
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な
い

共
同
利
用
の
私
道
除
雪
費
を
負
担
軽
減

し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。 

　
交
付
金
額
は
、
１
シ
ー
ズ
ン
１
戸
当

り
１
万
円
で
す
（
１
戸
当
た
り
の
平
均

道
路
延
長
が
50
㍍
以
上
の
場
合
、
延
長

1
㍍
当
た
り
２
０
０
円
で
算
出
し
た
金

額
）
。 

　
対
象
道
路
は
、
次
の
条
件
す
べ
て
に

該
当
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。 

①
東
川
町
民
が
住
む
１
戸
建
住
宅
が
道

　
路
沿
線
に
２
戸
以
上
あ
る
こ
と
。 

②
道
路
敷
地
が
土
地
登
記
に
よ
っ
て
他

　
の
敷
地
と
明
確
に
区
分
さ
れ
て
い
る

　
こ
と
。 

③
道
路
敷
地
の
所
有
者
は
居
住
者
以
外

　
か
、
住
所
を
別
に
す
る
複
数
の
所
有

　
で
あ
る
こ
と
。 

　
申
請
の
受
け
付
け
は
11
月
１
日
か
ら

同
月
30
日
ま
で
。
別
に
詳
細
事
項
が
ご

ざ
い
ま
す
。
事
前
に
a
82
―
２
１
１
１

（
内
線
２
３
２
）
都
市
建
設
課
管
理
係

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

年
末
調
整
・
確
定
申
告
に
は
「
社
会
保

険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明

書
」
の
添
付
を
忘
れ
ず
に 

　
　
　
　
　
　
　
　
保
健
福
祉
課
保
険
年
金
係 

　
平
成
17
年
か
ら
年
末
調
整
・
確
定
申 

位
を
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
）
。 

対
象
　
町
民
な
ら
ど
な
た
で
も 

日
時
　
11
月
21
日
（
水
）
午
前
10
時
〜

　
午
後
零
時
半
こ
ろ
ま
で 

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー 

内
容
　
講
話
「
食
べ
て
防
ご
う
生
活
習

　
慣
病
（
肥
満
）
」
、
調
理
実
習
と
試

　
食
。
希
望
者
に
は
体
脂
肪
測
定 

持
ち
物
　
筆
記
道
具
・
エ
プ
ロ
ン
・
三

　
角
巾
（
食
材
料
の
１
部
と
し
て
１
０

　
０
円
自
己
負
担
） 

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
　
役
場

　
栄
養
士
ま
で
a
82
―
２
１
１
１
（
内

　
線
５
０
４
） 

 

「
元
気
っ
子
ク
ッ
キ
ン
グ
」
に
ご
参
加

ど
う
ぞ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
健
福
祉
課 

　
子
ど
も
の
成
長
に
食
べ
物
は
と
て
も

大
切
で
す
。
親
子
で
料
理
を
し
ま
し
ょ

う
。
苦
手
な
食
べ
も
の
も
お
い
し
く
食

べ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
よ
。
楽

し
く
簡
単
に
で
き
る
料
理
を
一
緒
に
作

り
ま
し
ょ
う
。 

対
象
　
お
お
む
ね
２
歳
半
以
上
の
幼
児

　
と
お
母
さ
ん
（
お
父
さ
ん
も
大
歓
迎

　
で
す
） 

日
時
　
11
月
８
日
（
木
）
午
前
10
時
〜

　
正
午
こ
ろ
ま
で 

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー 

内
容
　「
野
菜
い
っ
ぱ
い
ク
ッ
キ
ン
グ
」

　
調
理
実
習
、
試
食
と
ミ
ニ
講
話 

持
ち
物
　
筆
記
道
具
・
エ
プ
ロ
ン
（
親

　
子
と
も
）
・
三
角
巾 

 

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
　
保
健

　
福
祉
課
栄
養
士
a
82
―
２
１
１
１ 

　
（
内
線
５
０
４
） 

 

「
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
を

開
き
ま
す 

　
　
　
　
　
　
　
東
川
町
食
生
活
改
善
協
議
会 

　
「
自
分
の
健
康
は
自
分
の
手
で
」
を

合
い
言
葉
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
健
や

か
で
心
豊
か
な
生
活
が
送
れ
る
よ
う
一

緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か
？
「
自
分
の
体

を
今
一
度
見
直
し
、
問
題
点
を
し
っ
か

り
定
着
さ
せ
る
人
」
を
養
成
す
る
講
座

を
開
講
し
ま
す
。
町
民
の
方
な
ら
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
た
く
さ
ん
の

方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

日
時
　
11
月
16
日
（
金
）
午
前
10
時
〜

　
午
後
２
時
こ
ろ
ま
で 

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー 

内
容
　
講
話
、
調
理
実
習
、
軽
運
動 

持
ち
物
　
筆
記
道
具
、
エ
プ
ロ
ン
、
三

　
角
巾
（
食
材
料
の
１
部
と
し
て
１
０

　
０
円
の
自
己
負
担
）
。
運
動
し
や
す

　
い
靴
、
服
装
で 

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
　
保
健

　
福
祉
課
栄
養
士
a
82
―
２
１
１
１ 

　
（
内
線
５
０
４
）
。
場
合
に
よ
っ
て

は
託
児
も
ご
相
談
に
の
り
ま
す
（
お
早

め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）
。 

■東川町役場　　　　 
■改善センター（公民館） 
■文化交流館 
■文化ギャラリー 
■B&G海洋センター 
■町立診療所 
■大雪消防組合東消防署 
■道草館　　　　 

82－2111
82－3200
82－4245
82－4700
82－4600
82－2101
83－0119
68－4777

              

11
月
30
日
は
町
税
第
３
期
の
納
期
限

で
す 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
税
務
住
民
課 

　
町
税
（
町
道
民
税
、
固
定
資
産
税
）

は
、
町
民
皆
さ
ん
が
健
康
で
快
適
な
暮

ら
し
を
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
町
づ
く

り
の
根
幹
と
な
る
大
切
な
自
主
財
源
で

す
。
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
豊
か
な
ま

ち
づ
く
り
の
主
役
と
し
て
税
金
の
公
平

な
負
担
と
貴
重
な
自
主
財
源
の
確
保
の

た
め
、
納
期
限
内
の
納
付
を
お
忘
れ
な

い
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
本

年
度
の
第
３
期
の
納
期
限
は
11
月
30
日

（
金
曜
日
）
で
す
。
口
座
振
り
替
え
を

利
用
さ
れ
て
い
る
方
は
、
あ
ら
か
じ
め

指
定
さ
れ
た
預
貯
金
口
座
の
残
高
を
確

認
い
た
だ
き
、
口
座
振
替
が
で
き
る
よ

う
準
備
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

　
納
付
が
遅
れ
る
と
督
促
状
が
送
付
さ

れ
、
延
滞
金
が
掛
か
る
場
合
も
あ
り
、 

              

滞
納
が
続
く
と
財
産
を
調
査
し
、
差
し

押
さ
え
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
　
　 

　
特
別
な
事
情
が
あ
っ
て
、
町
税
を
納

期
限
ま
で
に
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な

場
合
は
、
必
ず
納
付
相
談
を
し
て
く
だ

さ
い
。
納
税
猶
予
、
分
割
納
付
や
、
事

情
に
よ
っ
て
は
減
免
に
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。 

延
滞
金
の
発
生
に
ご
注
意
下
さ
い 

　
延
滞
金
は
、
税
（
料
）
金
が
納
期
限

後
に
納
付
さ
れ
た
場
合
に
、
そ
の
納
期

限
の
翌
日
か
ら
納
付
さ
れ
た
日
ま
で
の

日
数
に
応
じ
て
、
一
定
割
合
で
徴
収
さ

れ
る
金
銭
で
、
納
期
限
内
に
納
付
し
た

方
と
の
実
質
的
な
負
担
の
公
平
と
、
納

期
内
納
付
の
促
進
を
図
る
た
め
の
制
度

の
一
環
と
し
て
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

町
で
は
今
年
度
か
ら
延
滞
金
を
徴
収
し

て
い
ま
す
の
で
、
納
期
限
ま
で
に
納
付

を
済
ま
さ
れ
る
か
、
特
別
な
事
情
が
あ 

11月の行事 

くらし 
・ 

ネットワーク 

第32回農業委員会総会（後１時半、役場） 
第17回少年剣道東川大会（前８時45分、B&G
海洋センター） 
東川町社会福祉大会（前９時、農村環境改善
センター） 
町議会第４回臨時会（後１時半、議場） 

1日 
3日 
 

17日 
 

22日 

人のうごき 
（9月16～10月15日）（敬称略） 

　  
　 

　 

　 

　 
　 
　 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

7,710人 
3,682人 
4,028人 
3,119戸 

7人 
5人 
26人 
25人 

　  
　 

　 

　 

　 
　 
　 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（前月比 
（前月比▲ 
（前月比 
（前月比▲ 
 
 
 
 

　  
　 

　 

　 

　 
　 
　 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3人） 
2人） 
5人） 
2戸） 

 
 
 
 

お 誕 生  
生まれた子 

安藤　柚季 

渡辺　 寛 

千田　友翔 
 
おくやみ 
亡き人 
小山　とみ 
吉　　國明 
吉岡　克己 
石黒　達雄 
 
ご結婚 
松　　郁巳 
藤原　さゆり 
中村　健一 
杉沼　あさ子 
植村　康平 
佐藤　幸子 
眞貝　知徳 
高橋　しのぶ 
 
人口・世帯数　9月末日現在 
人　口／ 
　男　／ 
　女　／ 
世帯数／ 
出　生／ 
死　亡／ 
転　入／ 
転　出／ 

　 
行政区 

5南区 

南町3丁目 

17区西町 
 
 
行政区 
11区 
北町3丁目 
17区西町 
17区西町 
 
 

南町2丁目 
 
南町2丁目 
 
西区 
 
西町2丁目 
 

 
 

　  
母 

元美 

裕子 

由美子 

　  
父 

正幸 

勝之 

幸彦 

　  
　 

　 

　 

　 
　　 
 
歳 
88歳 
61歳 
74歳 
73歳 

　  
　 

　 

　 

　 
　 
 
　届出人 
　橋　良夫 
吉　�　子 
吉岡　政子 
石黒　善春 

あんどう　  ゆずき 

わたなべ　　かん 

  ち  だ    　ゆうと 

｝ 
｝ 
｝ 
｝ 

              

っ
て
町
税
を
納
期
限
ま
で
に
納
付
す
る

こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
必
ず
納
付
相

談
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

○
延
滞
金
の
算
定
方
法 

　
本
来
納
め
る
べ
き
額
に
、
納
期
限
の

翌
日
か
ら
納
付
の
日
ま
で
の
日
数
に
応

じ
て
年
14
・
６
％
（
た
だ
し
納
期
限
の

翌
日
か
ら
１
カ
月
を
過
ぎ
る
日
ま
で
は
、

年
７
・
３
％
と
「
前
年
の
11
月
30
日
に

お
け
る
日
本
銀
行
法
に
規
定
す
る
商
業

手
形
の
割
引
率
に
４
％
を
加
え
た
割
合
」 

              

の
い
ず
れ
か
低
い
方
の
割
合
を
使
用
し

ま
す
。
※
平
成
19
年
は
４
・
４
％
）
を

乗
じ
た
額
と
な
り
１
０
０
円
未
満
の
端

数
を
切
り
捨
て
１
０
０
０
円
か
ら
徴
収

い
た
し
ま
す
。 

　
お
問
い
合
わ
せ
は
税
務
住
民
課
収
納

係
ま
で
。
a
82
―
２
１
１
１
（
内
線
１

２
１
・
１
２
２
） 

 

年
末
調
整
説
明
会
を
開
き
ま
す 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

税
務
住
民
課
税
務
係 

　
年
末
調
整
事
務
の
説
明
会
を
次
の
日

程
で
開
催
し
ま
す
。
当
日
は
旭
川
東
税

務
署
職
員
が
源
泉
徴
収
票
な
ど
法
定
調

書
の
書
き
方
、
扶
養
控
除
等
の
各
種
控

除
取
り
扱
い
の
要
点
を
お
話
い
た
し
ま

す
。 

　
年
末
調
整
は
、
給
与
の
支
払
い
を
受

け
る
者
一
人
ひ
と
り
の
年
税
額
を
精
算

す
る
も
の
で
す
。
給
与
に
課
せ
ら
れ
る 

              

税
の
決
算
と
な
る
大
切
な
手
続
き
で
す
。

事
業
を
営
ま
れ
て
い
る
皆
さ
ま
は
ぜ
ひ

ご
出
席
く
だ
さ
い
。 

日
時
　
11
月
29
日（
木
）午
後
３
時
か
ら 

場
所
　
役
場
３
階
大
会
議
室 

 

中
学
校
の
外
壁
を
補
修
し
ま
し
た 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

企
画
総
務
課
政
策
室 

　
町
は
こ
の
ほ
ど
、
東
川
中
学
校
の
生

徒
玄
関
、
体
育
館
正
面
玄
関
、
職
員
玄

関
の
外
壁
を
補
修
完
了
し
ま
し
た
。 

　
本
年
度
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金

事
業
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。
水
力
発

電
施
設
の
立
地
地
域
、
周
辺
地
域
の
公

共
施
設
整
備
、
住
民
福
祉
の
向
上
に
役

立
て
る
事
業
に
対
し
て
交
付
さ
れ
て
い

る
も
の
で
す
。 

滞納金発生の目安 

10,000円 

20,000円 

30,000円 

40,000円 

50,000円 

100,000円 

271日 

146日 

104日 

84日 

71日 

46日 

おおむね 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

滞納額 延滞金発生までの日数 

23 22Higashikawa  2007 November Higashikawa  2007 November
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「
子
育
て
講
演
会
」     

　
　
　
　
　
　
　
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

　
子
供
の
言
葉
の
発
達
を
促
し
、
豊
か

な
心
を
育
む
と
さ
れ
て
い
る
絵
本
に
つ

い
て
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。
親
子
の
絆
を
ゆ
っ
く
り
深
め
ま

し
ょ
う
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。  

対
象
　
子
育
て
真
最
中
の
方
、
終
え
ら  

　
れ
た
方
、
ど
な
た
で
も 

日
時
　
11
月
９
日
（
金
）
午
前
10
時
か

　
ら
同
11
時
半 

場
所
　
幼
児
セ
ン
タ
ー 

子
育
て
支
援
セ

　
ン
タ
ー
プ
レ
ー
ル
ー
ム 

内
容
　
講
演
「
子
ど
も
と
楽
し
む
絵
本

　
の
世
界
」 

講
師
　
子
ど
も
冨
貴
堂
　
店
長
、
福
田

　
洋
子
さ
ん     

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
　
東
川

　
町
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
a
82 

　
―
５
１
０
０   

 

「
よ
ち
よ
ち
教
室
」
の
お
知
ら
せ 

　
　
　
　
　
　
　
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

　
乳
児
の
お
子
さ
ん
が
安
心
し
て
遊
べ

る
場
所
は
な
い
か
し
ら
と
、
お
考
え
の

み
な
さ
ん
、
親
子
で
楽
し
く
遊
び
な
が

ら
、
お
友
達
を
つ
く
り
ま
せ
ん
か
？ 

零
歳
児
対
象
の
親
子
遊
び
の
教
室
で
す

が
、
お
兄
ち
ゃ
ん
や
お
姉
ち
ゃ
ん
も
一

緒
に
参
加
で
き
ま
す
。 

対
象
　
零
歳
児
の
お
子
さ
ん
と
お
母
さ
ん

日
時
　
11
月
22
日
（
木
）
午
前
10
時
〜 

高
規
格
救
急
車
の
運
用
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た 

　
　
　
　
　
　
　
　
大
雪
消
防
組
合
東
消
防
署 

　
大
雪
消
防
組
合
東
消
防
署
の
救
急
車

１
台
が
更
新
に
な
り
、
10
月
10
日
か
ら

運
用
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
＝
写
真
＝
。 

          

　
こ
れ
ま
で
運
用
し
て
き
た
平
成
８
年

式
の
救
急
車
を
廃
棄
、
更
新
し
ま
し
た
。

高
規
格
救
急
車
と
し
て
最
新
設
備
が
整 

っ
て
い
ま
す
。
全
国
共
済
農
業
協
同
組

合
連
合
会
道
本
部
か
ら
寄
贈
を
受
け
ま

し
た
。 

　
患
者
室
内
の
設
備
は
、
新
た
に
防
振

ベ
ッ
ド
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
、
人
工
呼
吸

器
を
装
備
し
て
い
ま
す
。
車
両
の
大
型

化
に
よ
っ
て
、
患
者
室
内
が
広
く
な
り
、

効
率
的
な
資
器
材
の
配
置
に
な
っ
て
い

ま
す
。 

　
近
年
救
急
に
対
し
て
関
心
が
高
ま
っ

て
お
り
、
高
度
な
救
急
業
務
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
り
一
層

救
急
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。 

 

救
急
講
習
会 

　
　
　
　
　
　
　
　
大
雪
消
防
組
合
東
消
防
署 

　
救
急
医
療
週
間
の
９
月
11
日
、
今
年

４
月
に
新
築
移
転
し
た
大
雪
消
防
組
合 

東
消
防
署
で
救
急
講
習
会
が
開
催
さ
れ
、

東
神
楽
、
東
川
の
町
民
合
わ
せ
て
３
０

人
参
加
し
ま
し
た
＝
写
真
＝
。 

　
当
日
は
、
町
立
診
療
所
の
木
下
所
長

が
「
救
急
治
療
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、

救
急
手
当
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除

細
動
器
）
の
必
要
性
及
び
重
要
性
に
つ

い
て
講
演
し
、
続
い
て
心
肺
蘇
生
法
と

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た
実
技
講
習
を
行
い
ま

し
た
。 

　
参
加
者
は
、
東
消
防
署
職
員
の
指
導

で
い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
対
応
で

き
る
よ
う
に
、
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
受

講
し
て
い
ま
し
た
。 

           

交
通
安
全
指
導
員
に
道
知
事
か
ら
感

謝
状 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
域
自
治
推
進
室 

　
町
の
交
通
安
全
に
永
年
取
り
組
ん
で

き
た
交
通
安
全
指
導
員
７
人
が
こ
の
ほ

ど
、
高
橋
は
る
み
道
知
事
か
ら
感
謝
状

を
受
け
ま
し
た
。
10
月
11
日
、
役
場
で
 

種
目
　
リ
ト
ル
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
（
小
１

　
〜
３
年
生
２
人
と
大
人
２
人
）
な
ど

　
３
種
目 

参
加
料
　
１
チ
ー
ム
千
円
（
傷
害
保
険

　
料
を
含
む
）
。
当
日
受
け
付
け
で
徴
収 

お
申
し
込
み
・
締
め
切
り
　
11
月
14
日

　
ま
で
に
選
手
名
簿
を
事
務
局
に
提
出

お
問
い
合
わ
せ
　
海
洋
セ
ン
タ
ー
事
務

　
局
a
82
―
４
６
０
０ 

 

道
税
の
滞
納
処
分
強
化
月
間 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
川
支
庁
納
税
課 

　
12
月
は
道
税
の
滞
納
処
分
強
化
月
間

で
す
。
上
川
支
庁
は
、
自
動
車
税
、
個

人
事
業
税
な
ど
の
未
納
者
に
対
し
て
預

貯
金
・
給
与
・
自
動
車
等
の
財
産
差
し

押
さ
え
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
お
早
め

に
ご
納
税
く
だ
さ
い
。 

　
夜
間
・
休
日
納
税
窓
口
を
開
設
し
ま

す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
（
当
日
は
納
税

相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
）
。 

【
夜
間
】 

日
時
　
12
月
13
日
（
木
）
午
後
５
時
半

　
　
　
〜
同
８
時 

場
所
　
上
川
支
庁
納
税
課
（
旭
川
市
永

　
　
　
山
６
条
19
丁
目
） 

【
休
日
】 

日
時
　
12
月
16
日
（
日
）
午
前
９
時
〜

　
　
　
午
後
５
時 

場
所
　
上
川
支
庁
納
税
課
（
同
） 

　
ご
相
談
は
上
川
支
庁
納
税
課
a
46
―

５
１
０
０
（
直
通
）
ま
で
。 

伝
達
式
が
あ
り
、
合
田
博
副
町
長
が
森

崎
弘
清
さ
ん（
12
区
）、
寺
村
義
博
さ
ん

（
新
栄
）
に
そ
れ
ぞ
れ
伝
達
し
ま
し
た
。 

　
町
内
の
交
通
安
全
指
導
員
は
現
在
23

人
。
最
長
で
は
24
年
間
に
わ
た
っ
て
勤

め
て
い
る
方
も
い
ま
す
。
７
人
は
、
10

年
以
上
に
わ
た
っ
て
交
通
安
全
運
動
の

推
進
、
事
故
防
止
の
街
頭
啓
発
、
指
導

を
し
て
き
ま
し
た
。 

　
他
に
感
謝
状
を
受
け
た
５
人
の
方
は

次
の
通
り
で
す
。 

　
後
藤
　
登
さ
ん
（
30
区
） 

　
石
井
季
子
さ
ん
（
17
区
） 

　
石
田
友
子
さ
ん
（
18
区
） 

　
藤
田
優
子
さ
ん
（
西
区
） 

　
米
陀
満
江
さ
ん
（
11
区
） 

 

ふ
れ
あ
い
ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会
参
加
者

を
募
集 

　
　
　
　
　
　
　
　
東
川
町
ミ
ニ
バ
レ
ー
協
会 

　
ミ
ニ
バ
レ
ー
協
会
主
催
の
第
20
回
全

町
ふ
れ
あ
い
ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会
の
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
。
参
加
希
望
者
は
、

６
人
以
内
１
チ
ー
ム
と
し
て
Ｂ
＆
Ｇ
海

洋
セ
ン
タ
ー
内
事
務
局
ま
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
昼
食
は
各
自
ご
用
意
く

だ
さ
い
。 

期
日
　
11
月
18
日
（
日
）
午
前
８
時
半

　
か
ら
（
競
技
開
始
午
前
９
時
半
） 

会
場
　
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー 

対
象
　
町
内
在
住
ま
た
は
町
内
に
勤
務

　
し
て
い
る
方
、
ミ
ニ
バ
レ
ー
協
会
員 

　
約
が
必
要
。
11
月
22
日
締
め
切
り
）  

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
　
東
川

　
町
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
a
82 

　
―
５
１
０
０ 

 

湯
け
む
り
温
泉
大
学
受
講
生
募
集 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
健
福
祉
課 

　
今
年
も
湯
け
む
り
温
泉
大
学
の
講
座

を
開
設
し
ま
す
。 

　
温
泉
入
浴
や
軽
運
動
、
自
然
や
環
境

に
関
す
る
講
義
を
受
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
す
。
特
に
健
康
増
進
、
生
活
改
善
に

興
味
の
あ
る
方
に
お
薦
め
で
す
。
定
員

は
50
人
。
希
望
者
多
数
の
場
合
は
、
初

回
の
方
優
先
で
、
そ
の
ほ
か
は
抽
選
と

な
り
ま
す
。 

　
お
問
い
合
わ
せ
、
受
講
ご
希
望
の
方

は
、
役
場
保
健
福
祉
課
a
82 
―
２
１
１

１
（
内
線
５
０
６
）
ま
で
。 

〈
講
座
予
定
日
〉 

▼
第
１
回
　
11
月
22
日
「
グ
ラ
ン
ド
ホ

　
テ
ル
大
雪
」
（
旭
岳
） 

▼
第
２
回
　
12
月
10
日
「
キ
ト
ウ
シ
高

　
原
ホ
テ
ル
」
（
キ
ト
ウ
シ
） 

▼
第
３
回
　
１
月
16
日
「
御
や
ど
し
き

　
し
ま
荘
」
（
天
人
峡
） 

▼
第
４
回
　
１
月
30
日
「
天
人
峡
パ
ー

　
ク
ホ
テ
ル
」
（
同
） 

▼
第
５
回
　
２
月
13
日
「
天
人
閣
」（
同
）

受
講
費
　
６
千
円
（
昼
食
代
込
み
） 

参
加
条
件
　
55
歳
以
上
の
方 

締
め
切
り
　
11
月
８
日 

　
正
午 

内
容
　
赤
ち
ゃ
ん
体
操
、
親
子
遊
び
、

　
お
も
ち
ゃ
づ
く
り
。
消
防
署
の
救
命

　
救
急
士
を
講
師
に
、
乳
児
の
事
故
防

　
止
や
応
急
手
当
・
実
技
も
あ
り
ま
す 

場
所
　
幼
児
セ
ン
タ
ー
子
育
て
支
援
セ

　
ン
タ
ー
プ
レ
ー
ル
ー
ム 

参
加
人
数
　
15
組
程
度
（
事
前
に
予
約

　
が
必
要
で
す
）  

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
　
地
域

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
a
82 
―
５
１

　
０
０    

 

安
心
・
簡
単
で
子
供
が
喜
ぶ
料
理
教
室 

　
　
　
　
　
　
　
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

　
ご
家
庭
で
簡
単
に
作
れ
る
料
理
を
紹

介
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
「
食
」
の
大

切
さ
も
学
び
ま
し
ょ
う
。             

対
象
　
子
育
て
真
最
中
の
方
（
保
護
者
） 

日
時
　
11
月
30（
金
）午
前
10
時
〜
正
午 

講
師
　
川
邊
淳
子
さ
ん
（
道
教
育
大
旭

　
川
校
）  

場
所
　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
調
理

　
室
、
託
児
は
セ
ン
タ
ー
和
室 

内
容
　
「
お
い
し
い
野
菜
の
お
話
と
ク

　
ッ
キ
ン
グ
」 

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
手
ふ

　
き
タ
オ
ル
・
筆
記
用
具   

材
料
費
　
５
０
０
円
程
度
（
自
己
負
担

　
金
。
当
日
お
支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
）

参
加
人
数
　
15
組
程
度
（
託
児
室
が
あ

　
り
ま
す
。
準
備
の
都
合
上
、
事
前
予 

不落による 
随意契約 

区分 請負業者 予定価格 
（税込、円） 

請負価格 
（税込、円） 

入札 

入札 

入札 

入札 

入札 

入札 

入札 

入札 

入札 

入札 

入札 

入札 

入札 

入札 

入札 

契約方法 

東川町住宅・建築物耐震化促進計画策定業務 

12,978,000

19,099,500

11,056,500

12,327,000

3,958,500

2,025,450

2,026,500

2,079,000

2,131,500

9,817,500

7,791,000

9,229,500

35,290,500

3,904,950

10,384,500

9,523,500

12,285,000

18,375,000

10,290,000

11,550,000

3,759,000

1,890,000

1,942,500

1,974,000

1,995,000

9,240,000

7,455,000

8,295,000

32,130,000

3,885,000

9,660,000

9,030,000

㈱日水コン北海道支所 

㈱プランニングワークショップ 

松井組工建㈱ 

ヤマサ暖房機器㈱ 

㈱山田ポンプ商会 

㈱藤田組 

㈱小岩組 

㈱小岩組 

㈱ひだの塗装工業 

㈱タダノ 

㈱東川電気工事 

花本建設㈱ 

藤田建設工業㈱ 

松井組工建㈱ 

旭川ボーリング工業協同組合 

㈱山田ポンプ商会 

業務 

業務 

工事 

工事 

工事 

工事 

工事 

工事 

工事 

工事 

工事 

工事 

工事 

工事 

工事 

工事 

入札及び工事・業務発注結果のお知らせ 
役場発注工事等の入札、工事・業務発注結果をお知らせします。平成19年8月27日、9月10日、10月5日・12日・18日の実施結果です。 
お問い合わせは、都市建設課管理係a82-2111（内線232）まで。 

特環下水道西部処理区管渠改築基本設計業務 

工事名 入札日 

東8号北幹線用水路安全施設設置工事 

東川町地域防災生活用水供給施設整備事業  
深井戸手押しポンプ設置工事第１工区 

東川町地域防災生活用水供給施設整備事業  
深井戸手押しポンプ設置工事第２工区 

東川第一小学校体育館暖房機設置工事 

幼児センター一時保育室空調設備設置工事 

第3次ウッドタウン公園整備整備工事 

東川第二小学校屋外遊具整備工事 

東川町景観形成総合支援事業第1工区 

東川町景観形成総合支援事業第2工区 

東川町景観形成総合支援事業第3工区 

住宅用防災警報機設置事業（公営住宅・特公賃） 

大雪遊水公園整備工事 

西2号西1丁目道路改良工事 

西3号西1丁目道路改良工事 

10月12日 

8月27日 

10月18日 

10月5日 

9月10日 
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くらし 
・ 

ネットワーク 

Ｄ
Ｖ
防
止
法
が
変
わ
り
ま
す 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
川
支
庁
環
境
生
活
課 

　
配
偶
者
暴
力
防
止
法
が
２
０
０
８（
平

成
20
）
年
１
月
11 
日
か
ら
改
正
に
な
り

ま
す
。 

　
主
な
改
正
点
は
①
保
護
命
令
制
度
の

拡
充
②
市
町
村
基
本
計
画
の
策
定
努
力

義
務
―
な
ど
で
す
。 

　
詳
し
く
は
上
川
支
庁
環
境
生
活
課
a

46
―
５
０
８
１
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。 

　
内
閣
府
の
害
者
支
援
情
報
サ
イ
ト
は 

http://w
w
w
.gender.go.jp-vaw

/index.htm
 

 

「
税
を
テ
ー
マ
と
し
た
ポ
ス
タ
ー
」

の
募
集 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
川
支
庁
地
域
振
興
部 

　
北
海
道
で
は
「
第
22
回
全
道
中
学
生

の
税
を
テ
ー
マ
と
し
た
ポ
ス
タ
ー
」
を

募
集
し
て
い
ま
す
。 

　
豊
か
で
明
る
い
生
活
が
出
来
る
住
み

よ
い
社
会
を
つ
く
る
た
め
の
税
で
あ
る

こ
と
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
ま
す
。 

　
審
査
結
果
は
来
年
２
月
中
旬
に
入
賞

者
の
学
校
に
通
知
し
ま
す
。
入
賞
者
、

入
賞
校
に
賞
状
と
記
念
品
、
応
募
者
全

員
に
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。
入
賞
作

品
は
道
税
ポ
ス
タ
ー
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

に
使
用
し
、
道
税
の
広
報
に
活
用
し
ま

す
。 

募
集
期
間
　
平
成
20
年
１
月
24
日
（
木
）

　
ま
で 

 

募集団地 場　所 間取り･戸数･家賃 建築年・構造・設備等 そ　の　他 

・3LDK（71.1㎡) 
・1戸（3階中央） 
・20,000円～ 
　47,100円 

・昭和63年 
・セラミックブロック造り3階建て 
・浴室（ユニットバス付き） 
・物置付き、駐車場1台 

西8号団地A3 西町8丁目4番 

公営住宅・特定公共賃貸住宅の入居者を募集します 

１．入居申込書 
２．住宅等状況申告書 
３．平成１８年１月から１２月までの所得の状況が確認できる書類（所得証明、源泉徴収票など） 
４．納税証明書（平成１９年１月１日現在町内に住所があった方は同意書で可） 
５．その他必要と認める書類 
６．印鑑 
※下線のついている書類は、住宅下水道係に用意してあります。 
※３・４の書類は、入居予定者の中で所得のある方全員分を提出してください。 

受付期間 

受付場所 

募集戸数 

お申し込みに 
必要なもの 

11月1日（木）～22日（木） 

税務住民課住宅下水道係（役場庁舎1階4番窓口） 

5戸 

●公営住宅 

① 

入
居
資
格 

公営住宅等入居者選考委員会を開催し、入居者を決定します。 
※選考委員会で決定されなかった場合は、公開抽選会を開催します。開催日は未定です。 
12月上旬 
家賃の3カ月分 
入居者と同程度以上の所得金額のある方2人 
税務住民課住宅下水道係a82-2111（内線122） 

選 考 方 法  
 
入居予定日  
敷 金  
連帯保証人  
お問い合わせ 

（１）同居または同居しようとする親族（婚約中の方なども 
　　含む）がいる方 

※次のいずれかの要件に該当する場合は単身での入居が認 
　められます（ただし、身体・精神上著しい障がいがある 
　ため、居宅での生活が困難な場合は除かれます）。 
①昭和31年4月1日以前に生まれた方 
②身体障がい等級1級から4級までの方 
③精神障がい等級1級から3級までの方、知的障がい（精神 
　障がいの程度に相当）の方 
④被生活保護者、DV被害者、ハンセン病療養者など 

入居者または同居親族が「暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律」第２条第６号に該当する場合には、入居することはできません。 
 

（２）世帯の収入金額が月額20万円以下 
※次のいずれかの要件に該当する場合は26万8,000円まで基準額が引 
　き上がります。 
①昭和31年4月1日以前に生まれた方で、かつ同居者のいずれもが昭 
　和31年4月1日以前生まれの場合、または18歳未満の方がいる場合 
②小学校就学の始期に達するまでの方がいる場合 
③身体障がい等級1級から4級までの方がいる場合 
④精神障がい等級1級から2級までの方がいる場合、知的障がい（精神 
　障がいの程度に相当）の方がいる場合 
⑤ハンセン病療養者の方などがいる場合 

町内に住所または勤務地を有する方および本町に居住を希望されている方で次の要件に該当する方 

募集団地 場　所 間取り･戸数･家賃 建築年・構造・設備等 そ　の　他 

・3LDK（80.9㎡) 
・1戸（2階） 
・55,000円～ 
　72,600円 

・平成9年 
・鉄筋コンクリート造り2階建て 
・浴室（ユニットバス付き） 
・物置付き、駐車場1台 

南団地B1 南町1丁目7番 

●家族向け特定公共賃貸住宅 

② 

・3LDK（80.9㎡) 
・1戸（2階） 
・56,300円～ 
　74,400円 

・平成11年 
・鉄筋コンクリート造り2階建て 
・浴室（ユニットバス付き） 
・物置付き、駐車場1台 

南団地B3 南町1丁目6番 ③ 

入
居
資
格 

（１）同居または同居しようとする親族がいる方 
（２）世帯の収入金額が国で定める収入基準の範囲内の方、または入居後所得の上昇が見込まれる方 

※状況によって変わる場合がありますので、詳細はお問い合わせください。 

入居者または同居親族が「暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律」第２条第６号に該当する場合には、入居することはできません。 
 

町内に住所または勤務地を有する方および本町に居住を希望されている方で次の要件に該当する方 

募集団地 場　所 間取り･戸数･家賃 建築年・構造・設備等 そ　の　他 

●単身者用特定公共賃貸住宅 

・1LDK（38.1㎡) 
・1戸（2階中央） 
・30,800円～ 
　40,700円 

・平成11年 
・鉄筋コンクリート造り2階建て 
・浴室（ユニットバス付き） 
・オール電化住宅 
・物置付き、駐車場1台 

※家賃のほかに温水器、暖房 
機、調理器のリース料（月額 
3,360円）が別途必要です。 

西町団地 
アヴニールⅡ 

西町1丁目9番 ④ 

・1LDK（39.0㎡) 
・1戸（2階端） 
・31.600円～ 
　41,700円 

・平成11年 
・鉄筋コンクリート造り2階建て 
・浴室（ユニットバス付き） 
・オール電化住宅 
・物置付き、駐車場1台 

※家賃のほかに温水器、暖房 
機、調理器のリース料（月額 
3,360円）が別途必要です。 

西町団地 
アヴニールⅡ 

西町1丁目9番 ⑤ 

入
居
資
格 

（１）昭和31年4月2日以後に生まれた単身の方 
（２）収入金額が国で定める収入基準の範囲内の方、または入居後所得の上昇が見込まれる方 

※詳細はお問い合わせください。 

入居者が「暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律」第２条第６号に該当する場合には、入居することはできません。 

町内に住所または勤務地を有する方および本町に居住を希望されている方で次の要件に該当する方 

い
る
リ
ン
グ
プ
ル
回
収
運
動
の
成
果
で

す
。
運
動
を
始
め
て
以
来
延
べ
19
台
目
、

今
年
８
台
目
と
い
う
こ
と
で
す
。 

　
リ
ン
グ
プ
ル
重
量
６
６
０
㌔
㌘
で
軽

量
ア
ル
ミ
製
車
椅
子
１
台
に
な
る
と
い

い
、
江
別
商
工
会
が
中
心
と
な
っ
て
立

ち
上
げ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
リ
ン

グ
プ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
の
連
携
で

本
町
へ
の
寄
贈
が
実
現
し
た
と
い
う
こ

と
で
す
。 

 

㈱
造
形
美
術
か
ら
寄
付
を
い
た
だ
き

ま
し
た 

　
９
月
28
日
、
美
術
品
や
造
形
物
製
造

・
販
売
の
㈱
造
形
美
術
（
新
田
豊
社
長
）

か
ら
多
額
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た

＝
写
真
＝
。 

           

　
農
業
用
と
し
て
自
社
開
発
し
た
回
転

式
栽
培
棚
の
製
造
販
売
を
機
に
「
販
売

益
金
の
一
部
を
町
の
文
化
交
流
事
業
に
」

と
い
う
趣
旨
で
す
。
新
田
社
長
が
役
場 

 

を
訪
れ
、
松
岡
市
郎
町
長
に
現
金
を
手

渡
し
ま
し
た
。
町
で
は
写
真
の
町
文
化

基
金
に
繰
り
入
れ
ま
し
た
。 

 

国
の
教
育
ロ
ー
ン
の
ご
案
内 

　
　
　
　
　
　
国
民
生
活
金
融
公
庫
旭
川
支
店 

　
高
校
、
大
学
、
各
種
学
校
な
ど
に
入

学
、
在
学
中
の
お
子
さ
ん
の
保
護
者
の

方
で
教
育
資
金
が
必
要
な
方
を
対
象
に
、

国
の
教
育
ロ
ー
ン
を
ご
利
用
で
き
ま
す
。 

対
象
　
世
帯
の
年
収
が
９
９
０
万
円 

　（
事
業
所
得
者
は
７
７
０
万
円
）以
内 

融
資
限
度
額
　
学
生
、
生
徒
１
人
に
つ

　
い
て
２
０
０
万
円 

返
済
期
間
　
10
年
以
内 

利
率
　
年
２
・
５
％
（
10
月
１
日
現
在
） 

返
済
方
法
　
毎
月
元
利
金
等
返
済
（
ボ

　
ー
ナ
ス
月
増
額
返
済
も
可
） 

据
え
置
き
期
間
　
在
学
期
間
中
は
元
金

　
支
払
い
の
据
え
置
き
が
可 

　
詳
し
く
は
国
民
生
活
金
融
公
庫
旭
川

支
店
融
資
相
談
係
（
旭
川
市
４
条
通
９

丁
目
）
a
23
―
５
２
４
１ 

用
紙
　
原
則
と
し
て
画
用
紙
八
つ
切
り

　
（
約
27
㌢
㍍
×
38
㌢
㍍
） 

使
用
画
材
　
水
彩
絵
の
具
ま
た
は
ポ
ス

　
タ
ー
カ
ラ
ー 

お
問
い
合
わ
せ
　
上
川
支
庁
課
税
課 

　
（
旭
川
市
永
山
６
条
19
丁
目
）
a
46 

　
―
５
９
２
６ 

 

北
海
道
新
聞
社
か
ら
車
椅
子
の
寄
贈

を
い
た
だ
き
ま
し
た 

　
10
月
５
日
、
北
海
道
新
聞
社
の
旭
川

地
方
道
新
会
（
伊
藤
智
夫
会
長
）
か
ら

町
社
会
福
祉
協
議
会
（
宮
坂
幸
好
会
長
）

に
、
車
椅
子
１
台
（
約
８
万
円
相
当
）

の
寄
贈
を
受
け
ま
し
た
。
伊
藤
会
長
の

ほ
か
、
同
社
旭
川
支
社
の
長
谷
川
寛
販

売
部
長
ら
が
町
社
会
福
祉
協
議
会
を
訪

れ
、
宮
坂
会
長
が
車
椅
子
を
受
け
取
り

ま
し
た
＝
写
真
＝
。 

           

　
同
社
の
旭
川
、
北
見
両
支
社
管
轄
販

売
店
１
７
８
店
で
２
年
前
か
ら
行
っ
て 

改正　北海道最低賃金 改正　北海道最低賃金 改正　北海道最低賃金 

最低賃金額　時間額654円 
（平成19年10月19日から） 

　道内で事業を営むすべての使用者、およびその事 

業場で働くすべての労働者（臨時、パート、アルバ 

イトなどを含む）が対象。 

北海道労働局　労働基準監督署（支署） 

特設人権心配ごと相談所 
の開催 

（無料・予約制） 
《登記、供託、戸籍・国籍、人権擁護、公正事務、法律相談など》 

イオン旭川西ショッピングセンター3階未来屋書店前広場 

お問い合わせ・予約／旭川地方法務局総務課a53-2311
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随時（土、日、祝日を除く） 
午前8時30分～午後5時30分 
電話相談（来室可） 
a82－4225

11月の教育相談 
相 談 日  
時 　 間  
相談要領 
専用電話 

くらし 
・ 

ネットワーク 
14：30～16：30

○ 移動献血車が来町します○ 
次の日程で移動献血車が来町します。 
皆さまのご協力をお願いします。 

実施日 場　所 時　間 

11月6日 
（火） 

ＪＡ東川 
事務所前 

9：30～11：30

旭川福祉 
専門学校前 

12：00～13：30

役場庁舎前 

年
末
資
金
の
ご
融
資
ご
案
内 

　
　
　
　
　
　
国
民
生
活
金
融
公
庫
旭
川
支
店 

　
国
民
生
活
金
融
公
庫
旭
川
支
店
で
は
、

年
末
の
事
業
資
金
を
取
り
扱
い
中
で
す
。 

　
仕
入
れ
、
手
形
決
済
、
従
業
員
へ
の

賃
金
支
払
い
、
新
た
に
事
業
を
始
め
る

場
合
の
開
業
資
金
な
ど
、
ご
融
資
の
相

談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。 

ご
融
資
条
件
　
国
の
事
業
ロ
ー
ン
（
普

　
通
貸
付
） 

限
度
額
　
４
８
０
０
万
円 

資
金
用
途
　
事
業
資
金
（
運
転
資
金
、

　
設
備
資
金
） 

利
率
　
年
２
・
４
％
（
９
月
12
日
現
在

　
基
準
金
利
） 

返
済
期
間
　
運
転
資
金
５
年
以
内
、
設

　
備
資
金
10
年
以
内 

　
使
い
道
に
よ
っ
て
融
資
額
や
返
済
期

間
、
利
率
が
有
利
な
制
度
も
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
同
支
店
（
旭
川
市
４
条
通
９

丁
目
）
a
23
―
５
２
４
１
、
融
資
相
談

係
ま
で
。 

 

映
画
「
二
人
日
和
」
の
上
映
会 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
健
福
祉
課 

　
主
演
・
藤
村
志
保
、
競
演
・
栗
塚
旭
、

野
村
惠
一
監
督
の
映
画
「
二
人
日
和
」

を
上
映
し
ま
す
。 

　
45
年
間
、
と
も
に
暮
ら
し
て
き
た
老

夫
婦
。
静
か
な
暮
ら
し
の
中
で
、
妻
・

千
恵
（
藤
村
志
保
）
が
Ａ
Ｌ
Ｓ
（
筋
萎

縮
（
い
し
ゅ
く
）
性
側
索
（
そ
く
さ
く
） 

日
時
　
11
月
14
、
21
、
28
の
各
水
曜
日

　
（
11
月
は
３
回
）
。
後
７
時
15
分
〜

　
８
時
45
分 

場
所
　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー 

講
師
　
渡
辺
尉
三
子
さ
ん 

参
加
料
　
１
回
１
５
０
０
円
の
予
定 

お
問
い
合
わ
せ
　
野
呂
さ
ん
a
82
―
２

　
４
１
６
（
後
６
時
ま
で
） 

 

自
衛
隊
員
・
生
徒
の
募
集 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
企
画
総
務
課
総
務
係 

　
来
年
３
、
４
月
採
用
の
自
衛
官
（
２

等
陸
・
海
・
空
士
）
を
募
集
し
ま
す
。 

受
験
資
格
　
日
本
国
籍
を
有
し
18
歳
以

　
上
27
歳
未
満
の
者
（
平
成
20
年
４
月

　
１
日
現
在
） 

試
験
日
　
平
成
19
年
12
月
２
日
ま
た
は

　
平
成
19
年
12
月
３
日
の
希
望
す
る
日 

試
験
会
場
　
陸
上
自
衛
隊
旭
川
駐
屯
地

　
（
旭
川
市
春
光
町) 

締
め
切
り  

11
月
28
日
（
水
） 

入
隊
予
定
日
　
平
成
20
年
３
月
下
旬
〜

　
４
月
上
旬 

　
▼
自
衛
隊
生
徒 

資
格
　
日
本
国
籍
を
有
し
、
中
学
校
卒

　
業
で
、
15
歳
以
上
17
歳
未
満
の
男
子

（
平
成
20
年
３
月
卒
業
見
込
み
を
含
む
） 

受
付
期
間
　
11
月
１
日
（
木
）
か
ら
平

　
成
20
年
１
月
８
日
（
火
） 

採
用
予
定
　
約
２
５
０
人 

試
験
期
日
　
第
１
次
・
平
成
20
年
１
月

　
12
日
（
土
）
、
第
２
次
・
同
１
月
25  

 

 
　
日
（
金
）〜
28
日（
月
）
の
間
の
１
日 

試
験
科
目
　
国
語
・
社
会
・
数
学
・
理

　
科
・
英
語（
マ
ー
ク
シ
ー
ト
）及
び
作
文 

試
験
会
場
　
陸
上
自
衛
隊
旭
川
駐
屯
地 

お
問
い
合
わ
せ
　
自
衛
隊
旭
川
地
方
協

　
力
本
部
南
地
区
隊
a
22
―
０
６
４
８
、

　
役
場
企
画
総
務
課
a
82
―
２
１
１
１

　
（
内
線
２
２
２
）
、
募
集
相
談
員
の

　
小
野
利
昌
さ
ん
（
西
７
号
北
25
番
地

　
a
82
―
３
７
３
７
） 

各種大会成績 
【空手】 
◆第26回秋季空手道選手権大会（９月
30日・旭川市大成地区市民センター体育
館） 
▼小学校低学年女子形の部 
③西脇綾乃 
▼小学校中学校女子形の部 
中島沙貴（優勝） 
 
 
 
 
 
 
優勝した中島さん（右）、３位の西脇さん 
 
【パークゴルフ】 
◆第1回大雪チャンピオンシップ大会（10
月7日・東川キトウシパークゴルフ場、
東神楽森林公園パークゴルフ場） 
▼男性 
優勝　出合勇治スコア203（旭川）②鈴木
　　 

弘充（同）③本田良吉（同）④後藤信（同）
小竹栄（同）⑥横山信仁（東神楽） 
▼女性 
優勝　樋口常子スコア209（旭川）②猪口
千枝子（同）③若井孝子（東神楽）④狩野佳
子（同）⑤宮野輝子（旭川）⑥後藤美子（同） 
　 
【剣道】 
◆第61回旭川地区体育の日記念大会（８
日・当麻町スポーツセンター） 
▼ 男女混合　③東川Ａ（小学生低学年） 
▼ 女子　③東川Ａ（中学生） 
 
【綱引き】 
◆北海道フェスティバルin旭川20、第
26回道選手権、道小中学生選手権（14
日・大雪アリーナ） 
▼男子競技　②東川綱引倶楽部 
 
【バレーボール】 
◆第27回道新カップ小学生大会道ブロッ
ク旭川予選会（７日・東川Ｂ＆Ｇ海洋セ
ンター） 

文化ギャラリー展示案内 
●10月27日(土)～11月４日(日) 
　第37回町民総合文化祭　作品展 
　＊入館無料 

●10月6日(火)～10月20日(火) 
　石黒健治写真展「琉球弧物語抄」 
　三軌会写真部北海道展 
　第二小学校　ふれあい写真展 

●10月22日(木)～12月6日(木) 
　東川フォトクラブ展 
　東川・中国大連交流展 

　 
社
協
だ
よ
り 

　
温
か
い
善
意
あ
り
が
と
う 

　
ご
ざ
い
ま
す 

　
　
９
月
16
日
か
ら
10
月
15
日
ま
で 

　
に
社
会
福
祉
事
業
に
ご
寄
付
を
い 

　
た
だ
き
ま
し
た
方
は
、
次
の
と
お 

　
り
で
す
。 

　
《
ご
香
典
の
返
礼
に
か
え
て
》
　 

　
西
町
３
丁
目
　
宮
　
　
菊
江
　
様 

　
11
区
　
　
　
　
高
橋
　
良
夫
　
様 

　
北
町
３
丁
目
　
吉
　
　
純
子
　
様 

　
17
西
区
　
　
　
吉
岡
　
政
子
　
様 

　
く
ら
し
の
相
談
日
ご
案
内 

　
　
町
民
の
み
な
さ
ん
の
困
っ
て
い 

　
る
こ
と
な
ど
、
相
談
日
を
設
け
て 

　
毎
月
１
回
第
３
木
曜
日
午
後
１
時 

　
30 
分
か
ら
午
後
４
時
ま
で
社
協
相 

　
談
室
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。 

　
　
今
月
の
相
談
日
と
相
談
員
は
次 

　
の
と
お
り
で
す
。 

　
11
月
15
日
　 

久
保
ミ
チ
子 

０歳からのおはなし会 
 にちじ：11月29日(木) 午前10:30～同11:30 
 ばしょ：文化交流館絵本ルーム 

 　絵本の読み聞かせと手遊びなどで楽しく過 
 ごしましょう！　後半は、親子で自由に絵本 
 を楽しんだり、参加者同士の交流をします。 
 ☆年齢に関係なく、どなたでも参加できます。 
 （会費無料、申し込み不要） 

お問い合わせは 
「おはなしの会ピッピ」 
向　坊　a82－5315

「みんなでつくろうあったか」標語（平成18年度入選作品） 

「見守って　みんなで守ろう　子供たち」 優秀賞 
（一般の部　川原英樹） 

▼女子2回戦　 
神居２－１東川 
 
【バドミントン】 
◆第19回都市対抗大会（７日・旭川市総
合体育館） 
▼2部　②東川バドミントン協会 
 
【サッカー】 
◆第15回旭川東ライオンズク旗争奪少年
大会（6、7日・日本製紙グラウンドほか）
▼2回戦 
向陵４－０東川 
 
【卓球】 
◆第140回春光大会（9月23日・鷹栖町
総合体育館） 
▼3部　優勝　佐藤大輔（東川中） 
 
【ミニバレー】 
◆第19回道新杯道北大会（9月23日・
旭川市忠和公園体育館） 
▼50歳以上　優勝　東川ＮＫスリー 

お
詫
び
と
訂
正 

　
９
月
号
、
く
ら
し
・
ネ
ッ
ト 

ワ
ー
ク
の
記
事
中
、
26
㌻
に
掲 

載
の
開
拓
百
年
記
念
公
園
内
ベ 

ン
チ
の
塗
装
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の 

紹
介
内
容
に
誤
り
が
あ
り
ま
し 

た
。 

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業
は
、
小 

岩
組
協
力
会
（
石
澤
正
義
会
長
） 

の
会
員
の
皆
さ
ま
の
ご
好
意
で 

行
わ
れ
た
も
の
で
す
。
関
係
の 

皆
さ
ま
に
深
く
お
詫
び
を
申
し 

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
改
め
ま 

し
て
小
岩
組
協
力
会
の
皆
さ
ま 

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
感
謝 

い
た
し
ま
す
。 

　
ま
た
誤
解
に
よ
っ
て
掲
載
い 

た
し
ま
し
た
内
容
で
、
東
川
建 

設
業
協
会
様
に
ご
迷
惑
を
お
掛 

け
し
ま
し
た
こ
と
に
つ
き
ま
し 

て
も
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま 

す
。 

　
　
　
　
都
市
建
設
課
上
下
水
道
係 

さ
ま
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
ご
参
加

く
だ
さ
い
。 

　
講
師
は
東
川
町
元
助
役
、
小
坂  

忠

氏
。
「
う
さ
ぎ
の
体
育
館
」
な
ど
、
東

川
中
学
校
の
思
い
出
を
話
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
、
同
中
学

校
の
飯
田
教
頭
ま
で
。
a
82
―
２
４
２
８ 

日
時
　
11
月
19
日（
月
）午
後
１
時
半
か
ら 

会
場
　
東
川
中
学
校
体
育
館 

内
容
　
東
川
中
学
校
の
思
い
出
「
う
さ

　
ぎ
の
体
育
館
」 

 

野
球
審
判
員
の
募
集 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
海
道
学
生
野
球
連
盟 

　
北
海
道
学
生
野
球
連
盟
で
は
、
大
学

野
球
の
審
判
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

　
札
幌
市
周
辺
以
外
の
道
内
14
大
学
で

開
催
し
て
い
る
リ
ー
グ
戦
で
審
判
員
を

務
め
ま
す
。 

　
学
生
、
ア
マ
チ
ュ
ア
ス
ポ
ー
ツ
に
親

し
ん
で
い
る
方
な
ど
、
野
球
未
経
験
者

で
も
加
入
で
き
ま
す
。
年
齢
、
性
別
、

国
籍
も
問
い
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
北
海

道
学
生
野
球
連
盟
審
判
部
事
務
局
の
愛

別
町
役
場
、
中
井
さ
ん
a
０
１
６
５
８

―
６
―
５
１
１
１
（
内
線
２
１
１
）
ま

で
。 

 

今
月
の
ヨ
ー
ガ
教
室
は
14
、21
、28
日
で
す 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
川
ヨ
ー
ガ
サ
ー
ク
ル 

　
ヨ
ー
ガ
教
室
に
ど
う
ぞ
。
ど
な
た
で

も
気
軽
に
参
加
で
き
ま
す
。 

 

硬
化
症
と
い
う
不
治
の
病
気
に
…
。 

　
千
恵
は
ポ
ツ
リ
と
言
い
ま
す
。
「
ウ

チ
な
ぁ
　
あ
ん
た
よ
り
一
日
で
も
一
秒

で
も
　
長
生
き
し
た
げ
よ
う
と
お
も
て

ま
し
た
ん
え
」
―
。 

　
在
宅
ケ
ア
推
進
事
業
実
行
委
員
会
主

催
。
介
護
予
防
・
地
域
支
え
合
い
事
業

の
一
環
と
し
て
企
画
し
て
い
ま
す
。
お

問
い
合
わ
せ
は
在
宅
ケ
ア
推
進
事
業
実

行
委
員
会
事
務
局
の
保
健
福
祉
課
高
齢

者
・
障
が
い
者
対
策
室
a
82
―
２
１
１

１
（
内
線
５
０
６
）
ま
で
。 

日
時
　
11
月
12
日
（
月
）
　
▼
第
一
部

　
午
後
１
時
開
場
（
午
後
１
時
半
開
演
）

　
▼
第
二
部
　
午
後
６
時
開
場
（
午
後

　
６
時
半
開
演
） 

場
所
　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
（
公

　
民
館
）
大
ホ
ー
ル 

内
容
　
映
画 

料
金
　
前
売
券
５
０
０
円
、
当
日
券
７

　
０
０
円
、
前
売
券
は
当
実
行
委
員
会

　
の
ほ
か
、
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
な
が
さ

　
わ
、
山
地
商
店
、
中
西
商
店
、
東
八

　
ス
ト
ア
ー
、
公
民
館
、
道
草
館
、
保

　
健
福
祉
課
で
お
取
り
扱
い
し
て
い
ま
す
。 

 

開
校
記
念
講
演
会
の
開
催 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
川
中
学
校 

　
東
川
中
学
校
（
渡
部
克
孝
校
長
）
は
、

今
年
の
開
校
60
周
年
に
合
わ
せ
て
同
窓

会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
共
同
企
画
で
開
校
記

念
の
講
演
会
を
開
き
ま
す
。
町
民
の
皆 

臼田健二「雲と霧と・・・」 
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きのこ鍋の日 

　
私
は
、
旭
川
で
放
課
後
の
小

学
生
が
集
ま
っ
て
来
て
一
緒
に

遊
ぶ
場
所
を
主
宰
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
時
期
、
子
供
た
ち
に
人

気
な
の
が
〝
き
の
こ
採
り
〞
で

す
。
い
つ
も
の
散
歩
コ
ー
ス

で
あ
る
神
社
や
公
園
、

河
川
敷
に
も
そ
の
日
に

よ
っ
て
い
ろ
ん
な
き
の

こ
が
出
て
い
て
、
中
に

は
ハ
タ
ケ
シ
メ
ジ
や

ヒ
ラ
タ
ケ
な
ど
、
優

秀
な
食
菌
と
い
わ
れ

る
き
の
こ
が
本
当
に

身
近
で
手
に
入
り
ま

す
。 

　
き
の
こ
は
採
っ
て

き
て
、
も
ち
ろ
ん
お
や

つ
の
味
噌
汁
や
炒
め
も

の
に
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
子
供
た
ち
に
は
こ
ん

な
お
や
つ
が
大
人
気
な
の
で
す
。 

　
そ
ん
な
秋
の
土
曜
日
、
路
線

バ
ス
に
乗
っ
て
親
子
で
突
硝
山

（
旭
川
市
と
比
布
町
の
境
界
に

あ
る
山
）
に
行
き
ま
し
た
。
山 

で
採
っ
た
き
の
こ
を
そ
の
場
で

調
理
し
て
食
べ
る
「
き
の
こ
鍋

の
日
」
と
い
う
行
事
で
す
。 

　
子
供
た
ち
の
会
話
。 

「
ね
え
、
こ
れ
っ
て
タ
マ
ゴ
ダ

ケ
だ
よ
ね
」
。 

「
何
年
か
前
、
タ
マ
ゴ
ダ
ケ
と

　
タ
マ
ゴ
ダ
ケ
モ
ド
キ
を
間
違

　
　
え
て
、
中
毒
に
な
っ
た
っ

　
　
て
新
聞
に
出
た
よ
な
」
。 

　
　
　
「
色
と
か
柄
と
か
ぜ
ん

　
　
　
ぜ
ん
違
う
の
に
な
あ
」
。 

　
　
　
　
「
去
年
ム
ラ
サ
キ
シ

　
　
　
メ
ジ
た
く
さ
ん
採
っ
た

　
　
　
け
れ
ど
、
今
年
は
ま
だ

　
　
　
早
い
み
た
い
だ
な
あ
」
。 

　
　
　
　
「
こ
れ
も
地
球
温
暖

　
　
化
の
影
響
か
ね
〜
」
。 

　
　
　
そ
う
な
ん
で
す
よ
。
き

の
こ
採
り
は
、
も
う
か
れ
こ
れ

10
年
は
続
け
て
い
ま
す
。
か
な

り
本
格
的
で
す
。 

　
キ
シ
メ
ジ
、
ヤ
ギ
タ
ケ
、
ヤ

マ
イ
グ
チ
、
ハ
ツ
タ
ケ
、
ホ
テ

イ
シ
メ
ジ
、
ボ
リ
ボ
リ
…
。 

　
こ
れ
を
み
ん
な
で
洗
っ
て
切 

っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
持
ち
寄
っ

た
「
き
の
こ
鍋
に
入
れ
た
い
と

思
う
一
品
」
と
一
緒
に
煮
込
ん

で
、
き
の
こ
鍋
の
完
成
！
　 

　
う
ま
い
！
　
こ
れ
が
ほ
ん
と

に
う
ま
い
。
き
の
こ
嫌
い
と
言

っ
て
い
る
子
供
ま
で
、
み
ん
な

と
一
緒
に
ぺ
ろ
り
と
食
べ
て
し

ま
う
ほ
ど
な
の
で
す
。 

　
山
歩
き
に
慣
れ
て
い
な
い
父

母
の
皆
さ
ま
方
も
「
疲
れ
た
ぁ
」

「
も
う
歳
だ
ぁ
」
と
言
い
つ
つ

「
し
あ
わ
せ
だ
ね
ー
」
と
目
を

細
め
る
。
み
ん
な
ニ
コ
ニ
コ
で

す
。 

　
自
分
た
ち
が
積
み
重
ね
て
い

く
生
活
の
お
も
し
ろ
さ
と
、
そ

れ
に
伴
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
味
を

よ
り
お
い
し
く
し
て
く
れ
る
と

い
う
実
感
！
　
幸
せ
っ
て
結
構

近
く
に
あ
る
も
の
で
す
。 

  

児
童
ク
ラ
ブ「
ホ
ロ
ホ
ロ
」主
宰 

　
　
　
　
　
　
　
谷
地
本
　
雄
一 

子育てチャンネル 子育てチャンネル 子育てチャンネル 

私
の
ス
キ
な
も
の「
ぶ
ど
う
・
り
ん
ご
」 

く
ぼ
た
　
す
ず 

私
の
ス
キ
な
も
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

「
ヒ
コ
ー
キ
・
目
玉
お
や
じ
・
先
生
」 

た
か
は
し
　
は
づ
き 

きのこ鍋の日 

幼児センターの子どもたち 
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保健だより 

           

　
最
近
、
う
つ
病
は
マ
ス
コ
ミ
な
ど

で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
多

く
の
方
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。 

　
「
ま
じ
め
な
人
」
「
責
任
感
の
強

い
人
」
に
起
こ
り
や
す
い
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
明
る
く
活
発

な
人
で
も
過
労
や
ス
ト
レ
ス
が
長
く

続
く
と
症
状
を
起
こ
し
ま
す
。 

　
誰
で
も
心
身
の
過
労
が
続
く
と
う

つ
病
の
症
状
が
現
れ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
早
期
に
発
見
し
て
適
切
な

治
療
を
行
え
ば
治
る
こ
と
の
多
い
病

気
で
す
。 

　
気
分
が
め
い
っ
て
落
ち
込
む
こ
と

は
誰
に
で
も
あ
る
こ
と
で
す
。
こ
の

よ
う
な
う
つ
状
態
の
場
合
は
、
大
半 

           

は
数
日
間
で
回
復
し
ま
す
。 

　
一
方
、
原
因
が
分
か
ら
ず
症
状
が

長
引
く
場
合
は
、
う
つ
病
が
疑
わ
れ

ま
す
。
症
状
が
ま
と
ま
っ
て
強
く
現

れ
、
ほ
ぼ
毎
日
２
週
間
以
上
続
き
ま

す
。
精
神
症
状
や
身
体
症
状
が
続
き
、

日
常
生
活
に
支
障
が
出
ま
す
（
表
１

を
参
照
）
。 

 

治
療
は
休
養
と
ス
ト
レ
ス

の
軽
減 

 

　
家
族
や
友
人
な
ど
の
人
間
関
係
や

学
校
で
の
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
小
・
中

・
高
校
生
の
時
期
で
も
う
つ
状
態
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
（
表
２
を
参

照
）
。 

　
症
状
が
軽
い
と
、
疲
れ
や
か
ぜ
な

ど
と
思
い
が
ち
で
す
が
、
サ
イ
ン
を

見
逃
さ
ず
早
め
に
対
策
を
取
る
こ
と

が
大
事
で
す
。
ま
ず
は
休
養
を
と
り

ま
し
ょ
う
。 

　
ス
ト
レ
ス
原
因
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
離
れ
ま
し
ょ
う
。
ス
ト
レ
ス 

を
軽
減
し
、
心
身
の
過
労
を
取
り
除

く
こ
と
が
大
切
で
す
。 

　
早
く
治
療
を
始
め
る
に
は
、
家
族

な
ど
周
囲
の
人
が
う
つ
病
の
サ
イ
ン

に
気
づ
い
て
精
神
科
や
心
療
内
科
の

受
診
を
勧
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 
サ
イ
ン
を
見
逃
さ
な
い 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〜
う
つ
病
と
そ
の
対
策 

　
人
は
い
ろ
い
ろ
な
環
境
の
中
で
精
神
的
に
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
こ
と
が
多
く
、 

「
鬱
（
う
つ
）
か
な
？
」
と
思
わ
れ
る
症
状
が
出
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

「
う
つ
の
状
態
」
と
は
、
気
が
滅
入
っ
て
「
憂
鬱
」
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
は 

あ
り
ま
せ
ん
。
う
つ
病
の
サ
イ
ン
を
知
り
、
サ
イ
ン
に
気
づ
い
た
ら
で
き
る
だ 

け
早
く
精
神
科
や
心
療
内
科
な
ど
専
門
の
医
療
機
関
を
受
診
す
る
こ
と
が
大
切 

で
す
。
今
月
は
う
つ
病
へ
の
心
構
え
と
対
策
を
お
話
し
ま
し
ょ
う
。 

子育てチャンネル 子育てチャンネル 

＜精神症状＞ 

おっくうさ 

落ち込み 

ゆううつ感 

何をしても楽しくない 

意欲の低下 

集中力や判断力の低下 

死について考える 

など 

うつ病のサイン（表１） 

注意が必要な時期（表２） 

＜身体症状＞ 

倦怠（けんたい）感 

頭痛 

食欲低下 

体のさまざまな不調 

など 

①職場、家庭でストレスの多い働き盛り世代 

②女性にとって生活環境が大きく変化する産後や更年期 

③老化現象として放置されやすい高齢期 
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11月 November

保健カレンダー 
お問い合わせ 
●保健福祉課保健指導係　a82－2111

【11月分】 
13:00～14:00 
13:30～ 
 
 
 
 
10:00～12:00 
 
 
 
10:00～12:30 
 

＜地域子育て支援センター＞ 
申し込み・お問い合わせ　 
東川町地域子育て支援センター（a82－5100） 

＜親子遊びの体験教室＞  予約制 
  2日（金）テーマ「2歳児　紙粘土」…………10:00～11:30 

＜遊びの広場＞ 
（毎週月・火・水曜日プレイルーム開放） …  9:00～12:00 
5日・6日・7日・12日・13日・14日・19日・20日
・21日・26日・27日・28日 

※会場は幼児センターです！ 

　今月は、おうちで作る給食レシピの登場です。給 

おいしい手料理 

　今月は、クリスマスのメーンディッシュにもなるカナダ
・ペトゥルッチ家特製ローストチキンの登場です。町英語
指導助手、アシュリー・ペトゥルッチさんのお母さんお得
意の一品。秘伝のラビオリは門外不出でお聞きできないの
ですが、今年はイタリア系カナダ人のペトゥルッチ家に伝
わるおいしいチキンでクリスマスを楽しんでみるのはいか
が？　マッシュド・ポテトと一緒にどうぞ（「ペチャクチ

ャカナダ人」（18ページ）を参照）。 

＜材料＞4人分 
 

 

 

 

＜作り方＞ 
① 最初にオーブンをセ氏190度に温めておきます。 
② 鶏肉の内外両方を洗い乾かします。 
③ 鶏肉の皮をそっと広げ、胸肉の下にバターを半量ずつすり
　 込みます。 
④ 内側に塩をして、パセリ、レモン、にんにくを入れます。 
⑤ ひもでこれを縫い合わせ、上からオリーブオイルをかけます。 
⑥ 全体にローストチキン用調味料をかけ、最後に黒コショウ
　 を少々ふります。 
⑦ 予熱済みのオーブンに覆いをしないで入れ、２時間半焼き
　 ます（30分ごとに肉汁をかけます）。 

 

　　　　お父さん（ピーターさん）特製の 
　　　　マッシュド・ポテト 
＜材料＞ 
○ジャガイモ（大）…6～７個（皮をむいて四つ切りにしたもの） 
○皮むきにんにく…４～６片 
○マーガリン…小さじ２～３カケ 
○牛乳…１/4カップ 

＜作り方＞ 
① 大鍋にイモとにんにくを入れ沸騰させます。 
② 串が通ったらイモの形が崩れる前に火を止めましょう。 
③ 湯を切り、マーガリン、牛乳を入れ、塩こしょうをしてつ  
　 ぶして完成！ 

　　　　 （ジャニス・ペトゥルッチさん、訳：宮地晶子さん） 
 

【食べて健康・豆知識】 
　鶏肉は高タンパクで低カロリー、ビタミンＢ2がたっぷりと
いう肉です。 
　皮の皮下脂肪を除けば、かなりカロリーダウン（鶏もも肉・
皮付き100㌘で200㌔㌍、皮なし116㌔㌍）し、コレステロー
ルも抑えられます。ダイエットの方にお勧めのお肉です。 
　鶏肉には独特のくせと臭いがありますが、レモン汁や香草、
香辛料でおいしく食べられます。 
　ローストチキンの付け合わせにマッシュド・ポテトの組み合
わせは、不足するビタミンC、カルシウムを補うベストマッチ
の献立です。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　栄養士：中村　弘美 

【ローストチキン】 

※会場は保健福祉センターです！ 

【12月分】 

 2日 
 
 

5日 
 

6日 
8日 
13日 
20日 

 
21日 
26日 
28日 

（金） 
 
 
（月） 
 
（火） 
（木） 
（火） 
（火） 
 
（水） 
（月） 
（木） 

ごっくん教室　 
乳幼児健診 
　　　　　　　　（通知者以外は14：30～） 
がん検診 
（旭川がん検診センターへ送迎検診） 
移動献血車来町 
元気っ子クッキング 
児童相談所巡回相談 
がん検診 
（旭川がん検診センターへ送迎検診） 
栄養教室 
子育て相談 
～30日（金）　 
厚生病院ミニドック 

 5日 
7日 
 

11日 
17日 
20日 

（水） 
（金） 
 
（火） 
（月） 
（木） 

がん検診 
もぐもぐ教室　 
乳幼児健診　 
～14日（金）　ポリオ予防接種 
子育て相談 
栄養教室 

○鶏肉…1.5～2㌔㌘ 
○バター…１/４カップ 
○ローストチキン用調味料 
　（ハーブや塩のミックス）…小さじ2 
○洗いパセリ…片手いっぱい 

○4つ切りレモン…１個 
○皮むきにんにく…６片 
○オリーブオイル…小さじ２ 
○塩こしょう…少々 

申込制 

申込制 

申込制 

予約制 

予約制 

予約制 


